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　4月 6日、水原中学校で新校舎の完成を記念して、市内 4

中学校の吹奏楽部による合同の演奏会が開催されました。当

日は、74 人の生徒が、同校卒業生の作・編曲家 藤野浩一さ

んの指揮のもと、演奏を行いました。

　詳しくは、20ページで紹介しています。

ようこそ藤野先輩！ようこそ藤野先輩！
吹奏楽部と夢の共演吹奏楽部と夢の共演
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水中運動で元気  いきいき！水中運動で元気  いきいき！
めざそう！いきいき！健康寿命日本一めざそう！いきいき！健康寿命日本一

　市では、市民の健康づくりと介護予防を目的に、平成 21 年度か　市では、市民の健康づくりと介護予防を目的に、平成 21 年度か

ら㈱水原スイミングスクールと特別養護老人ホーム白鳥荘の 2つら㈱水原スイミングスクールと特別養護老人ホーム白鳥荘の 2つ

のプールを利用し、水中運動教室を開設しています。のプールを利用し、水中運動教室を開設しています。

　水中運動は、認知症予防に効果的な脳刺激や転倒予防、日常の生　水中運動は、認知症予防に効果的な脳刺激や転倒予防、日常の生

活動作を維持するための筋力づくり、転倒しても骨折しない丈夫な活動作を維持するための筋力づくり、転倒しても骨折しない丈夫な

骨づくりを目的に考案されました。全ての人がいつまでも元気で過骨づくりを目的に考案されました。全ての人がいつまでも元気で過

ごしていけるよう、浮力や水圧、抵抗など水の特性を生かし、膝やごしていけるよう、浮力や水圧、抵抗など水の特性を生かし、膝や

腰に負担を掛けずに、誰でも、楽しみながら継続することができます。腰に負担を掛けずに、誰でも、楽しみながら継続することができます。

　現在では、420 人を超える人が、週に 1回の水中運動を元気に続　現在では、420 人を超える人が、週に 1回の水中運動を元気に続

けています。けています。

　長生きするだけではなく、健康で自立した生活を送ることができ　長生きするだけではなく、健康で自立した生活を送ることができ

る「健康寿命」を延ばすためにも、一緒に体験してみませんか。る「健康寿命」を延ばすためにも、一緒に体験してみませんか。

そして、何よりそして、何より

すてきな笑顔に !!すてきな笑顔に !!

肩こり・腰痛・肩こり・腰痛・
膝痛の解消膝痛の解消

転倒の予防転倒の予防

骨粗しょう症の骨粗しょう症の
予防・改善予防・改善

肥満の肥満の
予防・解消予防・解消

全身持久力の全身持久力の
向上向上

心身の心身の
バランス向上バランス向上

準備運動は、「けんこつ体操」準備運動は、「けんこつ体操」男性教室も元気いっぱい！男性教室も元気いっぱい！ さまざまな動きで楽しく運動さまざまな動きで楽しく運動

■■水中運動の効果水中運動の効果
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■めざそう！いきいき！健康寿命日本一「水中運動で元気いきいき！」

　生き生きと元気に過ごすヒントを、水中運動に

参加している皆さんに教えてもらいました。

【設問項目】

①水中運動を始めたきっかけは？

②水中運動を始めてからどんな変化があ

りましたか？

③市民の皆さんにメッセージを

どうぞ！

坂詰榮子さん
（新保・61 歳）

①  膝が痛くて整形外科に

受診したとき、先生に

体重を落とすことと、

脚の筋肉を鍛えるよう

に言われたのがきっかけです。水中なら

楽に動けて気軽にできそうと思いました。

②  運動するようになって、筋肉は大事だと

いうことを実感しています。孫を抱っこ

したり、おんぶしたり、目いっぱい遊び

たいですからね！ いつまでも元気なおば

あちゃんでいたいです。

③  筋肉は日々衰えていきます。水着が恥ず

かしいと思うのは初めだけ。とにかく水

中運動は楽しいです。汗をかくいい運動

です。ぜひ、大勢の人に体験してもらい

たいです。

加藤　操さん
（緑町・75 歳）

①  水中運動教室ができ

た 5年前から参加して

います。どこまでやれ

るかと思っていました

が、夫婦そろって続い

ています。

②  運動していると、腕や脚の筋肉が違いま

す。雪かきの作業も苦にならず、5年前か

ら体力が落ちていないことが分かります。

お酒が好きなので、いつまでもおいしく

お酒を飲むために元気な体でいたいです。

③  水中では、陸でできないことができたり、

一人でできないことがみんなと一緒にで

きる楽しみがあります。運動をすること

で気持ちもスッキリ爽快です。友達もで

きて楽しいです！

五十嵐　平さん
（中央町 2・75 歳）

①  健診の結果が悪く、市

の保健師さんから運動

を勧められたのがきっ

かけです。

②  始めたころは、交通事

故で足を痛めていて、うまく歩けません

でした。人工骨
こっ

頭
とう

が入っていますが、今は、

人よりゆっくりではあるものの、普通に

歩けるようになりました。水中運動の筋

トレ効果を実感しています。

③  私の通う教室は、男性 3人が水中運動を

続けています。多くの女性の中に混じっ

ても全く気を使わなくてもいい環境です。

自身の健康のため、もっと多くの男性か

ら水中運動教室に参加してもらいたいと

思います。

齋藤朋子さん
（駒林・61 歳）

①  水中運動は広報で知っ

ていました。近所の水

中運動教室に行ってい

る人から勧められて始

めました。

②  体重が減ってきました。

③  水中運動はとにかく楽しい！ 先生からの

褒め言葉がうれしいです。「また来週ね！」

の一言で、次に行く楽しみや張り合いに

なります。世代を超えて行う情報交換も

楽しいです。健康寿命を伸ばして、いつ

までも自分のことは自分でできるよう、

暮らしていきたいです。それには、趣味

を持ったり、喜怒哀楽の感情を大事にし

たり、何でも興味を持つことで、体が健

康になり、心も健康になります。考え方

も変わって生き生きと好奇心旺盛になり

ます。

立川ミノルさん
（緑町・87 歳）

①  一人暮らしで話し相手

がいなかったので、世

間の話題を知ることや

健康のために良いと思

い始めました。

②  体が軽くなって動きやすくなりました。

腰や膝に痛みがあったけれど、プールに

入ったら痛くなくなりました。痛みがあ

るときもプールに入り、運動をすると痛

みが治まります。

③  体を動かすことができることは、健康の

しるしです。

清田笑子さん
（緑町・82 歳）

①  足、腰が悪くて整形外

科に受診していました。

先生から「水中運動が

いいよ」と勧められ、

80歳から始めました。

②  ごはんがおいしい。立ち居振る舞いも自

分の思った通りに体が動くようになりま

した。週に 1回の教室がとても励みと張

り合いになっています。若い人と混じっ

てやるのがとてもいいんですね。いつも

元気な立川ミノルさんが目標です。

③  自分の体を丈夫にしようと思ったら、ぜ

ひ皆さんやってみてください。年を重ね

ても楽しい生活ができますよ。

水中運動教室水中運動教室
参加者の参加者の声声

五十嵐シズ子さん
（大室・78 歳）

①  平成 23 年 6 月から続

けています。75 歳を

区切りとして、今まで

続けていた踊りを辞

め、友人に誘われて始

めました。

②  腰が悪く、20 年間整形外科に通っていま

したが、今は通わなくても良くなりまし

た。先生をはじめ、周りの人たちから「姿

勢が良くなった」と言われてうれしいで

す。自分でも、姿勢を常に意識するよう

になりました。お寺の階段もトントンと

上がれるようになり、畑仕事をしても疲

れにくくなりました。

③  食欲も出て食べ物もおいしいし、夜はぐっ

すり眠れます。主人にも勧め、今は 2人

で通っています。水中運動をした後は、

体が軽くなります。自分の足で歩ける幸

せを感じています。これからも水中運動

を続けたいと思います。

牧野笑子さん
（北本町・71 歳）

①  広報を見て行ってみた

いなと思い友達を誘っ

て参加し、丸 3年がた

ちます。

②  もともと体温が低い方

でしたが、寝る時に電気敷きパットを足

元に入れずに過ごせるようになりました。

③  参加者の皆さんとの語らいも楽しいひと

ときで、教室が待ち遠しいです。水中運

動で大きな声を出すと気持ちがスッキリ

しますね。



7 平成 26 年 5 月号 6平成 26 年 5 月号

■めざそう！いきいき！健康寿命日本一「水中運動で元気いきいき！」

まずは気軽に
体験してみませんか？まずは気軽に
体験してみませんか？

水中
運動教室

水中
運動教室のの参加者募集中！参加者募集中！水中
運動教室

水中
運動教室のの参加者募集中！参加者募集中！

【設問項目】

①日ごろ、教室で心掛けていることはどん

なことですか？

②教室に参加されている皆さんと接して感

じることは？

③市民の皆さんに、「水中運動の素晴らしい

ところ」を PRしてください。

加藤智哉さん

①  楽しく運動できるメニュー

を考えています。

②  皆さんがとても優しいと感

じます。私の方もしっかり

とした対応をし、皆さんの健康のために

情報を提供していきたいです。

③  体が軽くなり、誰でも無理なく運動でき

ます。水の中はすごく気持ちがいいですよ。

米山佳菜子さん

①  全員に声を掛け、楽しかっ

たと思ってもらえるように

心掛けています。

②  水中運動に来ている人は本

当に元気で明るい人ばかりです。いつも

パワーをもらっています。

③  プールに入っている間は日常のことを全

て忘れて笑顔になれるのが、この水中運

動のすごいところです。一度体験したら

やみつきになりますよ！

塚野しのぶさん

①  皆さんと話をすることで

す。会話を通して、普段思っ

ていることや感じているこ

とを聞いて、今以上に魅力

のある教室を目指したいです。

②  健康や体操に対する意識が年々強く感じ

られます。5年後、10 年後、このままの

健康な体でいたいという意識が高まって

いるようです。皆さんの思いに応えられ

るよう頑張りたいと思います。

③  この先の自分のために、水中運動を始め

てみましょう！

江口憲子さん

①  教室に参加して楽しかっ

た、よかったと感じてもら

える雰囲気づくりを心掛け

ています。

②  水の中、皆さんとてもいい顔で動いてい

ます。皆さんの体が少しずつ変化してい

くのを目にすると、とてもうれしいです。

③  水の中だからこそ味わえる楽しさがあり

ます。ぜひ一度プールで動いてみません

か。スタッフ一同お待ちしています。

遠藤志野さん

①  生活の一部として長く続け

られるような教室を心掛け

ています。

②  皆さんいい顔をしていま

す。運動は心にもいいです！

③  水の 4 つの効果「浮力・抵抗・水圧・水

温」で安全で効果が期待できる運動です。

水の癒しも素晴らしいです。

　水中運動教室は、市民の健康づくり・

介護予防を目的として開催しており、

420 人を超える参加者がプールに入り、

元気に運動を続けています。

　週に 1度の水中運動が楽しみとなり、

生活に張りがでて、健康の保持にもつな

がっているという声が寄せられています。

　四季を通じて天候に左右されず、週に

1時間の無理のない運動で、元気な心と

体づくりを始めてみませんか？

◎参加者の状況
　参加者の平均年齢は 68歳で、60歳代から 70

歳代を中心に、40

歳代から 87 歳まで

の幅広い年齢層の

人が参加していま

す。もちろん男性の

参加者もいます。

◎水中運動の効果
　水中では、浮力の影響で体重が 10 分の 1程

度となるため、足腰への負担が少なく、痛み

のある人でも楽に運動ができます。

　その一方で、抵抗が陸上の 800 倍

もあり、筋力トレーニングには抜群

の効果があります。水温は、体温よ

りも少し低めの設定で、効率的に脂

肪を燃やすことができます。

スタッフからスタッフから一言一言

渡辺登子さん

①  楽しかった！ スッキリし

た！ と思ってもらえるよ

う心掛けています。

②  すてきな人生の先輩方ばか

りです。

③  一年中安定した環境で健康づくりができ

る温水プールです。夏はスッキリ。冬は

あたたか。一緒に始めてみませんか。

水中運動無料体験教室
■  日時＝ 6 月 10 日（火）、17 日（火）、午前

10 時～ 11 時（午前 9時 30 分集合）

■  場所＝特別養護老人ホーム白鳥荘「元気づ

くりプール」

■  持ち物＝水着、スイミングキャップ、バス

タオル、水またはお茶

※  水着等の貸し出しも行っています（無料）。

詳しくは、問い合わせください。

■  募集人数＝約 40 人（定員に空きがある教室

の募集です）

■  参加費＝月額 2,000 円

■  スポーツ保険料＝ 65 歳以上：1,000 円 ・ 65

歳未満：1,850 円（年 1回限り）

水中運動教室
■  教室＝ 2 会場・21 教室（週 1回、年間 46 回開催）【開催場所・曜日・時間は、下表のとおり】

水原スイミングスクール 特別養護老人ホーム白鳥荘「元気づくりプール」

月曜 午前 11 時～

火曜 午前 9時～ 午前 9時～、午後 1時～、2時 30 分～

水曜 午後 1時 20 分 午前 9時～、10 時 30 分～、午後 1時～（男性教室）

木曜 午前9時～、午後1時 20分～ 午前 9時～、10 時 30 分～、午後 1時～、2時 30 分～

金曜 午前 9時～ 午前 9時～、10 時 30 分～、午後 1時～、2時 30 分～

土曜 午前 9時 20 分～

教室数 全 7教室 全 14 教室

■この記事に関する問い合わせ・教室の申し込みは、健康推進課 元気長生き支援室へ　☎62-2510（内線611）
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《 明るい未来づくりの 統計調査 》

◎経済センサス－活動調査（確報）◎経済センサス－活動調査（確報）（調査期日：平成 24 年 2 月 1日）（調査期日：平成 24 年 2 月 1日）

1事業所数の状況
　事業所数（国・地方公共団体の事業所を除く）

は 1,996 事業所となり、平成 21 年経済センサス

－基礎調査結果と比較すると、244 事業所の減少

となりました。

　産業大分類別にみると、「卸売業、小売業」が

539 事業所（27.0％）と最も多く、次いで「建設業」

が 417 事業所（20.9％）となっており、上位 2産

業で全産業の 5割弱を占めています。

2従業者数の状況
　従業者数（国・地方公共団体の事業所を除く）

は 16,432 人となり、平成 21 年経済センサス－基

礎調査結果と比較する

と、1,609 人減少しまし

た。産業大分類別にみ

ると、「製造業」が 4,601

人（28.0％）と最も多く、

次いで「卸売業、小売

業」が 2,759 人（16.8％）

となっています。

■産業大分類別事業所数・従業者数

産業大分類 事業所数
従業者数
　　（人）構成比（％） 構成比（％）

全産業（公務を除く） 1,996 100.0 16,432 100.0 

農林漁業 24 1.2 733 4.5

鉱業、採石業、砂利採取業 9 0.5 75 0.5

建設業 417 20.9 2,723 16.6 

製造業 192 9.6 4,601 28.0 

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － 

情報通信業 1 0.1 5 0.0 

運輸業、郵便業 46 2.3 673 4.1 

卸売業、小売業 539 27.0 2,759 16.8

金融業、保険業 15 0.8 212 1.3 

不動産業、物品賃貸業 32 1.6 93 0.6 

学術研究、専門・技術サービス業 26 1.3 145 0.9 

宿泊業、飲食サービス業 188 9.4 1,078 6.6 

生活関連サービス業、娯楽業 203 10.2 791 4.8 

教育、学習支援業 50 2.5 187 1.1 

医療、福祉 109 5.5 1,501 9.1 

複合サービス業 13 0.7 138 0.8

サービス業（他に分類されないもの） 132 6.6 718 4.4 

資料：総務省・経済産業省「平成 24 年経済センサス－活動調査（確報）」

※構成比は、項目ごとに四捨五入しているため、合計で 100％にならないことがあります。

★ 統計に関する問い合わせは、市民協働推進課 

市民協働推進係へ　☎ 62-2510（内線 282）

① 平成25年度公表の統計調査報告平成25年度公表の統計調査報告 

経済センサスキャラクター
ビルくんとケイちゃん

1事業所数・従業者数の状況
　平成 23 年と比較して、事業所数、従業者数と

もに増加しています。

　産業中分類別にみると、事業所数は「食料品製

造業」が 24事業所（20.7％）と最も多く、次いで「家

具・装備品製造業」が 15事業所（12.9％）となっ

ています。

　従業者数でも「食料品製造業」が 1,331 人

（31.1％）と最も多く、次いで「家具・装備品製造業」

が 424 人（9.9％）となっています。

◎工業統計調査◎工業統計調査（調査期日：平成 24 年 12 月 31 日）（調査期日：平成 24 年 12 月 31 日）

■産業中分類別事業所数等（従業者 4人以上の製造業を営む事業所）

産業中分類 事業所数
従業者数
（人）

現金給与
総額

（万円）

原材料
使用額等
（万円）

製造品
出荷額等
（万円）

付加価値額
（万円）

食料品製造業 24 1,331 407,204 1,610,704 3,322,052 1,573,912

飲料・たばこ・飼料製造業 4 62 16,107 33,709 229,304 143,944

繊維工業 8 351 76,255 125,084 270,411 135,486

木材・木製品製造業（家具を除く） 8 79 22,538 72,870 122,798 47,550

家具・装備品製造業 15 424 134,725 558,769 716,659 128,588

パルプ・紙・紙加工品製造業 2 86 X X X X

印刷・同関連業 3 217 73,955 448,816 619,340 136,289

化学工業 3 174 123,413 945,344 2,361,365 1,384,663

プラスチック製品製造業 2 20 X X X X

窯業・土石製品製造業 14 272 83,678 255,215 463,371 191,347

非鉄金属製造業 1 21 X X X X

金属製品製造業 9 174 61,937 173,314 340,511 143,808

はん用機械器具製造業 4 326 110,506 193,400 485,291 241,481

生産用機械器具製造業 10 206 80,221 66,604 202,247 126,152

業務用機械器具製造業 2 20 X X X X

電子部品・デバイス・電子回路製造業 5 319 98,109 495,999 713,567 200,532

電気機械器具製造業 1 197 X X X X

その他の製造業 1 7 X X X X

計 116 4,286 1,455,753 5,528,682 10,883,591 4,884,018

■上位 3産業の市内構成比

区分 1位 2位 3位

事業所数 食料品製造業 20.7％ 家具・装備品製造業 12.9％ 窯業・土石製品製造業 12.1％

従業者数 食料品製造業 31.1％ 家具・装備品製造業 9.9％ 繊維工業 8.2％

製造品出荷額等 食料品製造業 30.5％ 化学工業 21.7％ 家具・装備品製造業 6.6％

付加価値額 食料品製造業 32.2％ 化学工業 28.4％ はん用機械器具製造業 4.9％

資料：新潟県統計課「にいがた県の工業」

※「X」は事業所数1または2の事業所に関する数値で、個々の申告者の秘密保護のため秘匿した箇所です。

【用語の解説】
・原材料使用額等

　 　1年間の原材料使用額・燃料使用額・電力

使用額・委託生産費（外注加工費）の合計。

・製造品出荷額等

　 　1年間における製造品出荷額・加工賃収入

額・くず廃物の出荷額・その他の収入額の合計。

　平成 25 年度に公表された『平成 24 年経済センサス－活動

調査（確報）』『平成 24 年工業統計調査』『平成 25 年度学校基

本調査』の結果を紹介します。

　これらの集計結果は、行政のさまざまな施策等に活用させ

ていただきます。調査にご協力いただき、ありがとうござい

ました。
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★ 統計に関する問い合わせは、市民協働推進課 

市民協働推進係へ　☎ 62-2510（内線 282）

　平成 26 年度は、日本の全産業を調査する年で、実施する調

査は一覧表のとおりです。調査員が調査のお願いに伺った際

は、ご協力をお願いします。

　調査票に記入していただいた内容は、統計法の規定により、

適正に管理され、秘密保護に万全を期していますので、あり

のままご記入をお願いします。

1児童数・生徒数の状況
　小学校の児童数は2,249人（男1,134人、女1,115

人）で、前年度より 71人減少しています。

　中学校の生徒数は 1,311 人（男 670 人、女 641

人）で、前年度より 8人減少しています。

統計調査名 所管省庁 周期 調査期日 調査対象 調査の目的

学校基本調査 文部科学省 毎年 5月 1日

学校教育法で規

定されている学

校、教育委員会

学校に関する基本的事項を調査

し、教育行政上の基礎資料を得

る。

経済センサス－

基礎調査・商業

統計調査

総務省

経済産業省
5年 7月 1日

全産業分野の事

業所および企業

事業所・企業の基本的構造を調

査し、経済活動の実態や商業に

関する基礎資料を得る。

全国消費実態調

査
総務省 5年 10 月 1日

全国の全ての世

帯のうち、総務

大臣の定める方

法により選定さ

れた世帯

消費者世帯の家計の実態を総合

的に調査し、経済施策の基礎資

料を得る。

工業統計調査 経済産業省 毎年 12月31日
製造業を営む事

業所

工業の実態を明らかにし、生産

活動に関する基礎資料を得る。

農林業センサス 農林水産省 5年 2月 1日 農林業経営体

農林業の生産・就業構造等の実

態を調査し、農林業施策の基礎

資料を得る。

※この他にも、新潟県が行う調査（労働力調査、家計調査、毎月勤労統計調査等）があります。

◎学校基本調査◎学校基本調査（調査期日：平成 25 年 5 月 1日）（調査期日：平成 25 年 5 月 1日）

■小学校学年別児童数（人）

学校名 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

保田小学校 64 45 58 60 57 69 353

赤坂小学校 10 14 13 16 17 15 85

山手小学校 10 8 10 15 12 15 70

京ヶ瀬小学校 39 44 45 47 48 37 260

前山小学校 14 15 12 14 17 19 91

分田小学校 17 15 25 12 17 14 100

堀越小学校 19 24 25 29 28 27 152

水原小学校 95 92 79 105 87 99 557

安野小学校 36 32 48 35 44 58 253

神山小学校 20 20 21 21 20 23 125

笹岡小学校 23 36 40 29 33 42 203

計 347 345 376 383 380 418 2,249

資料：新潟県統計課「学校基本調査結果報告書」、阿賀野市市民協働推進課

■中学校学年別生徒数（人）

学校名 1年 2年 3年 計

安田中学校 88 103 96 287

京ヶ瀬中学校 65 70 82 217

水原中学校 181 198 226 605

笹神中学校 64 52 86 202

計 398 423 490 1,311

④ 平成 26 年度に市が行う国の統計調査平成 26 年度に市が行う国の統計調査 

《 明るい未来づくりの 統計調査 》

② 統計から見た阿賀野市の 1か月統計から見た阿賀野市の 1か月 

③ 統計調査は何のために行われ、統計調査は何のために行われ、
　 　　　どのように活用されているの？　 　　　どのように活用されているの？

　統計法に基づき、重要なものとして総務大臣が指定した基

幹統計調査は、国内の人口・社会・経済等の実態を明らかにし、

国や地方公共団体における各種行政施策の企画・立案のため

の基礎資料として活用されます。

　私たちの暮らしを良くするための方向性を見極める上で、

とても重要な役割を果たしています。

■行政施策での活用例

　・地方交付税の算定資料

　・都道府県議会および市町村議会の定数

　・ 工業・商業の振興など各種行政施策を立案す

る際の判断基準

　・ 都市計画・防災計画など各種行政計画を立案

する際の判断基準

■民間等での活用例

　・ 企業の経営計画、新製品開発などの基礎資料

　・ 研究機関、学識者による研究のための利用

　・ 大学、小中学校の教科書での利用

　阿賀野市で 1か月に起こる出来事を統計からまとめてみま

した。基礎となる統計は、各種ホームページ等で公表された

最新のものを使用しています。

出生 27 人 死亡 47 人死亡 47 人 転入 69 人・転出 84 人

火災発生件数
1.1 件

交通事故発生件数
13 件

ごみ排出量 (1人当たり) 
18kg

市
外

阿
賀
野
市
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◆
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
の
乱
れ

　

睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
の
乱
れ
で
、

家
族
が
眠
っ
て
い
る
の
に
自
分
だ
け

起
き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
こ

こ
は
ど
こ
だ
」
と
急
に
不
安
に
な
っ

た
り
、
孤
独
に
な
っ
た
り
、
夜
間
に

外
へ
出
た
が
っ
た
り
、
実
家
へ
行
き

た
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
場
合
は
、
昼
間
は
昼
寝
を
あ

ま
り
長
く
さ
せ
な
い
で
、
起
こ
し
て

お
く
こ
と
。
夜
間
は
眠
る
よ
う
に
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

効
果
的
な
対
応
法
は
「
回

想
法
」

　

対
応
法
の
中
で
、
効
果
の
あ
る
も

の
が
「
回
想
法
」
で
す
。

　

回
想
法
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊

び
や
お
も
ち
ゃ
、
人
気
歌
手
な
ど
、

昔
の
思
い
出
を
本
人
か
ら
語
っ
て
も

ら
い
ま
す
。

　

会
話
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
の
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る

こ
と
が
う
れ
し
く
な
り
、
症
状
が
良

く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
の
感
想

・・ 

普
段
な
か
な
か
他
の
施
設
の
人
と

話
し
合
う
機
会
が
な
い
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
事
例
や
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
を
共
有
で
き
た
の
で
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

・・ 

先
生
の
話
が
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
大
家
族
で
も
孤
独
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
家

族
へ
の
接
し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

考
え
な
が
ら
行
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

・・ 

認
知
症
の
人
の
不
安
、
孤
独
感
に

つ
い
て
、
も
っ
と
理
解
す
べ
き
と

感
じ
ま
し
た
。
家
族
、
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
、
地
域
の
人
と
連
携
す
る

こ
と
が
今
後
さ
ら
に
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
だ
け
長
く
在
宅
生
活
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、
認
知
症

の
人
を
取
り
巻
く
関
係
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

全
国
的
に
増
え
続
け
る
認

知
症

　

全
国
的
に
認
知
症
の
人
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
初
期
症
状
を
放
置
す

れ
ば
5
年
間
で
約
半
数
が
い
ず
れ
認

知
症
に
な
る
と
い
う
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
正

常
と
認
知
症
の
中
間
状
態
）」
の
人

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」
は
、
全
国
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
う
ち
13
％
に
当
た
る

約
３
８
０
万
人
が
該
当
し
て
い
る
と

推
計
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
4
人
に
1
人
は
「
認

知
症
」
か
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」
の
ど
ち
ら
か

に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
医
療
で
は
、
認
知
症
に

な
っ
た
場
合
、
根
本
的
な
治
療
法
は

な
く
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
の
治
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」
も
、
的
確
な
予
防
を

行
う
こ
と
で
、
認
知
症
を
予
防
し
た

り
、
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め

に
は

　

認
知
症
の
人
の
多
く
は
、
生
活
習

慣
の
乱
れ
が
認
知
症
の
発
症
に
何
ら

か
の
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、高
血
圧
、

動
脈
硬
化
な
ど
）
の
あ
る
人
は
適
切

な
治
療
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、認
知
症
を
予
防
す
る
に
は
、

生
活
習
慣
を
改
善
・
維
持
を
し
て
、

老
化
を
な
る
べ
く
遅
ら
せ
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
こ
と
や
興

味
の
あ
る
こ
と
は
違
い
ま
す
。
頭
と

体
を
使
い
、
楽
し
み
な
が
ら
、
継
続

的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
介
護
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
は
、
高
齢
福

祉
課
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲ 医療法人白日会 黒川病院院長兼認

知症疾患医療センター長の関野敏

先生による講演会

　

市
で
は
、
増
え
続
け
る
認
知
症
の

人
へ
の
対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
2
月
14
日
、

市
内
で
認
知
症
の
介
護
に
携
わ
っ
て

い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
職
員
を
対
象
に
、「
認
知

症
事
例
検
討
会
お
よ
び
講
演
会
」
と

題
し
た
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
働
き
か
け
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
人
の
協
力

や
見
守
り
な
ど
に
よ
り
、
一
人
暮
ら

し
の
認
知
症
の
人
が
事
故
な
く
在
宅

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う

内
容
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
医
療
法
人
白
日
会
黒
川

病
院
院
長
兼
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
長
の
関
野
敏
先
生
か
ら
、
事
例

発
表
に
対
す
る
助
言
と
「
認
知
症
の

症
状
を
お
こ
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
医

認
知
症

認
知
症
のの

人人
がが

自
分
ら
し
く
生
き
る

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

た
め
に

地
域
地
域
のの

中中
で
ど
う

で
ど
う

支支
え
て
い
く
か

え
て
い
く
か

認
知
症

認
知
症
のの

人人
がが

自
分
ら
し
く
生
き
る

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

た
め
に

地
域
地
域
のの

中中
で
ど
う

で
ど
う

支支
え
て
い
く
か

え
て
い
く
か

て
一
緒
に
帰
っ
て
く
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

◆
徘は

い

徊か
い

を
す
る

　

近
所
を
う
ろ
う
ろ
徘
徊
を
す
る
認

知
症
の
人
も
い
ま
す
。

　

徘
徊
は
「
孤
独
の
サ
イ
ン
」
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の

人
に
限
ら
ず
、
大
家
族
の
場
合
で
も

起
こ
り
ま
す
。

　

実
家
や
子
ど
も
の
住
む
場
所
、
働

い
て
い
た
会
社
、
よ
く
遊
ん
だ
場
所

へ
向
か
い
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
場
合
は
、
そ
の
孤
独
の
気
持

ち
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
。
原
因

を
探
り
、
環
境
を
改
善
し
た
り
、
本

人
に
通
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
探
し
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

学
的
な
捉
え
方
と
そ
の
対
処
法
」
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
か
ら
、
認
知
症
の
症
状

と
そ
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

よ
く
見
ら
れ
る
行
動
へ
の

対
処
法

◆
帰
宅
願
望
が
強
く
出
る

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
中
に
、「
家
に
帰
り
た
い
」

な
ど
帰
宅
願
望
が
強
く
出
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
症
状
は
、
人
間
の
当
た
り
前

の
心
理
で
あ
り
、
夕
方
に
な
る
と
多

く
出
て
き
ま
す
。
女
性
の
場
合
は
、

夕
飯
の
支
度
を
思
い
出
す
か
ら
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、「
こ
こ
は
安
心
な

場
所
な
ん
だ
よ
」
と
思
わ
せ
る
良
好

な
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
な
の
に
「
実
家
に
帰

る
」
と
い
う
場
合
は
、
一
緒
に
近
所

を
一
回
り
し
て
歩
き
、
疲
れ
た
こ
ろ

に
「
さ
あ
、帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ65 歳以上の高齢者人口 約 2,874 万人

健常者健常者

MCI の人MCI の人

認知症の人認知症の人 ⇒約439万人（15％）

⇒約380万人（13％）

■認知症高齢者の現状（平成 22 年）

認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

★ 

サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ
な

ど
青
背
の
魚
を
多
く
取
る
。

★ 

緑
黄
色
野
菜
や
、
キ
ノ
コ
類
、

海
藻
を
た
く
さ
ん
取
る
。

★ 

園
芸
や
手
芸
等
で
手
を
動
か

し
、
脳
の
神
経
細
胞
を
活
性

化
さ
せ
る
。

★ 

新
聞
や
本
を
読
む
と
き
は
黙

読
で
は
な
く
、
音
読
を
す
る
。

★ 

日
記
を
つ
け
た
り
、
新
聞
を

読
む
。

★ 

音
楽
を
聴
き
、
歌
を
歌
い
、

楽
器
を
演
奏
す
る
。

★ 

囲
碁
や
将
棋
、
ゲ
ー
ム
、
パ

ズ
ル
を
す
る
。

★ 

ラ
ジ
オ
体
操
や
1
日
30
分
以

上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳

な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
行
う
。

★ 

人
と
付
き
合
う
こ
と
、
会
話

を
交
わ
す
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
活
動
、
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
に
入
る
な
ど
し
て
新
し
い

事
を
学
ぶ
。

相談・問い合わせ

地域包括支援センター阿賀野

　　・市役所内　　 ☎ 62-2510
　　・京ヶ瀬支所内 ☎ 67-2111

地域包括支援センター笹神

　　・笹神支所内　 ☎ 62-4143
　　・安田支所内　 ☎ 68-3000

⇒約 2,055 万人
（72％）
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所在地　安田支所 2階
電　話　68-3238
ＦＡＸ　68-3424
メール　 nogyoiinkai@city.

agano.niigata.jp

－問い合わせ－

　こちらは農業委員会です

№ 15

こ
ち
ら
は

こ
ち
ら
は

　

農
業
委
員
会
で
す

エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
生
産

　

国
内
で
の
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
歴
史

は
、
40
年
く
ら
い
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
裕

一
さ
ん
は
、
20
年
も
前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
生
産
等
を
事

業
に
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
農
家
と
し
て
食
糧

支
援
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
脇
坂
園
芸

の
生
産
主
流
は
「
花
」
で
し
た
。「
花
」
の
生

産
を
や
め
て
「
食
品
」
の
生
産
を
始
め
よ
う
か

と
も
考
え
ま
し
た
。
そ
の
葛
藤
の
中
で
、
食
べ

る
物
と
の
つ
な
が
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
、
人

の
集
ま
る
場
所
イ
コ
ー
ル
直
売
所
と
い
う
考
え

が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
自
分
に
は
花
の
生
産
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
花
は
ど
こ
で
も
売
っ
て
い
る
。

自
分
に
で
き
て
、
他
に
な
い
も
の
を
」
と
考
え

た
末
に
「
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
」
の
生
産
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

生
産
は
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
専
用
の
ハ

ウ
ス
で
、
ス
イ
ー
ト
ア
リ
ッ
サ
ム
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、

ナ
デ
シ
コ
、
ビ
オ
ラ
等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

温
度
や
湿
度
管
理
、
株
の
定
植
管
理
、
防
虫

ネ
ッ
ト
に
よ
る
害
虫
対
策
等
を
行
い
、
無
農
薬

栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
ら
れ
る
（
Ｅエ

デ

ィ

ブ

ル

ｄ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ
）
花

（
Ｆフ

ラ

ワ

ー

ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
）
と
し
て
、
料
理
を
華
や
か

に

彩

っ

た

り
、
野
菜
と

同
じ
感
覚
で

料
理
に
使
わ

れ
て
い
た
り

し
ま
す
。

　

地
元
の
企

業
や
旅
館
、

洋
菓
子
店
の
ほ
か
、
問
屋
を
通
し
て
、
各
地
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

今
は
、
国
の
事
業
の
報
告
や
直
売
所
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
、
追
い
込
み
の
段
階
に
入
り
ま

し
た
。

　

直
売
所
で
は
、
商
品
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
場
所
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

㈱
脇
坂
園
芸
（
境
新
２
０
９
）

　

☎
62
‐
６
７
７
２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

h
ttp
://w
a
k
isa
k
a
-e
n
g
e
i.jp
/

※ 

エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の
加
工
品
（
ク
ッ

キ
ー
、
ジ
ャ
ム
等
）
の
販
売
を
行
う
直
売
所

「
エ
デ
ィ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン
ソ
エ
ル
」
は
6
月

上
旬
オ
ー
プ
ン
予
定
。

■ 

新
潟
市
で
阿
賀
野
の
魅
力
を
発
信

　

2
月
20
日
、
当
市
の
女
性
農
業
委
員
3
人

が
1
日
限
り
の
「
農
家
か
ふ
ぇ
」
を
開
店
、

阿
賀
野
市
産
の
食
材
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
新
潟
市
中
央
区
に
あ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
田
か
ら
屋
」
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
を
行
う
ほ
か
、
主
婦
な
ど
プ
ロ

で
な
い
人
た
ち
が
事
業
委
託
形
式
で
食
事
を

提
供
す
る
「
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
」
の
店
で
も

あ
り
ま
す
。

　

客
層
は
、
近
隣
の
会
社
員
や
昔
か
ら
古
町

周
辺
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
中
心
で
す
。

■ 

「
阿
賀
野
豆
づ
く
し
」
と
命
名

　

開
店
に
向
け
て
、
女
性
農
業
委
員
で
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
が
、
時
期
が
2
月
で

あ
っ
た
た
め
、
採
れ
た
て
の
生
鮮
野
菜
が
な

く
、
献
立
の
作
成
に
悩
み
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
豆
加
工
品
を
中
心
に
阿
賀
野

市
産
の
米
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
み
そ
、
糀

こ
う
じ

、
イ

チ
ゴ
な
ど
の
食
材
を
用
い
た
献
立
を
考
案

し
、「
阿
賀
野
豆
づ
く
し
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

法
人
化
へ
の
取
り
組
み
と
概
要

　

阿
賀
野
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
境
新
集
落
の
脇
坂

裕
一
さ
ん
、
よ
し
み
さ
ん
夫
妻
が
、
昨
年
の
5

月
に
立
ち
上
げ
た
農
業
生
産
法
人
が
「
株
式
会

社
脇
坂
園
芸
」
で
す
。

　

ベ
ゴ
ニ
ア
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア

な
ど
の
花
壇
苗
、
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
の
鉢
植
え
、
エ
デ
ィ
ブ

ル
フ
ラ
ワ
ー
（
食
べ
る
花
）

の
生
産
、
販
売
、
直
売
所
の

運
営
は
、
夫
妻
ほ
か
、
従
業

員
3
人
と
パ
ー
ト
従
業
員
2

人
の
7
人
体
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

会
社
を
立
ち
上
げ
た
動
機

は
、「
農
業
を
後
継
者
に
引

き
継
ぎ
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
で
す
。

　

農
家
で
あ
れ
ば
、
そ
の
農

家
の
後
継
者
が
い
な
け
れ
ば

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
会

社
で
あ
れ
ば
、
農
家
と
い
う

こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
国
の
6
次
産
業
化
・
地
産
地

消
法
に
基
づ
く
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
た
こ

と
が
2
人
の
背
中
を
押
し
、
法
人
化
へ
と
進
み

ま
し
た
。

 　今回は

 ㈱脇坂園芸 
　　　　　　　　　　　を紹介します。

地域の農業者紹介

　

当
日
は
、
黒
豆
ご
飯
（
ま
た
は
白
米
）、

ト
ン
汁
、
新
保
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
み
そ
田
楽
、

鶏
の
塩
糀
漬
け
、
鶏
の
み
そ
マ
ス
タ
ー
ド
焼

き
、
お
か
ら
な
ま
す
、
季
節
の
漬
け
物
、
越

後
姫
を
1
食
７
０
０
円
で
提
供
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
25
人
か
ら
予
約
が
あ
り
、
最
終
的

に
は
40
食
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

開
店
30
分
後
に
は
テ
ー
ブ
ル
席
が
ほ
ぼ
埋

ま
る
ほ
ど
の
人
気
で
、「
新
保
コ
ン
ニ
ャ
ク

の
表
示
を
見
て
、
懐
か
し
く
思
っ
て
入
っ
て

み
た
」
と
い
う
安
田
地
区
出
身
の
人
や
、「
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
と
郊
外
の
交
通
の
便

が
よ
く
な
い
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
い
と
い
け

な
い
ん
だ
け
ど
、
車
が
な
い
か
ら
行
け
な
い

の
。
ま
ち
の
真
ん
中
で
こ
う
い
う
食
事
が
で

き
る
の
は
う
れ
し
い
わ
」
と
話
す
年
配
の
人
、

「
次
は
い
つ
来
る
の
？
」
と
聞
く
人
な
ど
、

今
回
の
出
店
を
好
意
的
に
受
け
入
れ
て
も
ら

え
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
事
前
予
約
の
段
階
か
ら
、「
農
業

委
員
会
っ
て
何
で
す
か
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
、
当
日
は
、
農
業
委
員
会
に
つ
い

て
説
明
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

■ 

は
じ
め
の
い
っ
ぽ
を
踏
み
出
す
き
っ

か
け
に

　

「
地
産
地
消
」
と
い
う
と
、
市
内
だ
け
へ

の
発
信
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
地
元
の
食
材

を
市
外
に
向
け
て
発
信
・
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
特
に
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
る
市
内
の
人
た

ち
に
、
自
分
の
力
を
試
す
場
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
市
内
で
出
店
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
適
当
な
施
設
が
な
か
っ
た
た

め
、
古
町
で
の
出
店
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
田
か
ら
屋
で
は
、

チ
ラ
シ
の
作
成
や
事
前
予
約
の
取
り
ま
と

め
、
調
理
場
で
の
動
き
方
や
お
客
さ
ん
を
待

た
せ
な
い
た
め
の
工
夫
な
ど
も
教
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

市
内
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
興
味
が
あ

り
、
自
分
の
力
を
試
す
機
会
が
ほ
し
い
人
に

と
っ
て
、
私
た
ち
農
業
委
員
の
出
店
が
露
払

い
と
な
り
、
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
を
踏
み
出
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

★ 農業に従事している人は

どなたでも加入できま

す。

★ 少子高齢時代に強い積み

立て方式の年金です。

★ 保険料は、月額 2 万円

～ 6 万 7 千円の中から、

自分で決めることができ

ます。

★ 税制面で優遇措置があり

ます。

★ 一定の要件を満たす人

は、保険料の国庫補助が

あります。

農業者年金の特徴農業者年金の特徴

ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
の
取
り
組
み

献立「阿賀野豆づくし」

開店前の調理場は大忙し

国が支える。安心が大きくなる

［愛称］

エディブルフラワー専用のハウス

エディブルフラワーを
使ったサラダ
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● 

み
ん
な
で
心
掛
け
ま
し
ょ
う

☆
鍵
掛
け
を
習
慣
に
！

　

春
を
迎
え
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
人
々
の

動
き
が
活
発
に
な
る
こ
の
季
節
。
残
念
な
こ

と
に
犯
罪
者
も
活
動
的
に
な
り
ま
す
。
毎
年

大
型
連
休
ご
ろ
か
ら
、
車
上
狙
い
や
空
き
巣
、

乗の
り
も
の物
盗と

う

な
ど
の
窃
盗
犯
罪
、
子
ど
も
・
女
性

を
狙
っ
た
声
掛
け
や
わ
い
せ
つ
事
件
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

防
犯
は
鍵
掛
け
と
確
実
な
貴
重
品
の
管
理

が
基
本
で
す
。
住
宅
や
車
庫
、
倉
庫
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
の
鍵
掛
け
と
、
貴
重
品
の

確
実
な
管
理
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

☆
皆
さ
ん
の
「
目
」「
声
」
が
犯
罪
を
防
ぐ
！

　

犯
罪
者
が
犯
行
を
諦
め
る
一
番
の
理
由
は
、

「
犯
行
中
ま
た
は
そ
の
前
に
地
域
の
人
に
声
を

掛
け
ら
れ
た
か
ら
」
と
い
う
警
察
庁
の
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
円
滑
な
人
間
関
係
の
形
成
の

ほ
か
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
防
犯
に
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
・
職
場
な
ど
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
積
極

的
に
推
進
し
、
出
会
っ
た
人
一
人
ひ
と
り
と
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

☆
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
防
止
！

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
目
を
向
け
、
み

ん
な
で
注
意
し
合
い
な
が
ら
、
犯
罪
者
を
寄

せ
付
け
な
い
地
域
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

☆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
者
が
電
話

で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
の

操
作
を
依
頼
し
た
り
、
家
族
構
成
等
を
聞
い
た

り
す
る
「
特
殊
詐
欺
」「
個
人
情
報
詐
取
」
の

事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話
が

き
た
ら
、
ま
ず
は
疑
っ
て
確
認
を
行
い
、
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
！

☆
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
ろ
う
！

　

市
内
で
は
現
在
、
42
団
体
の
自
治
会
・
事
業

所
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
な
防
犯
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
に
見
ら
れ
な
が
ら
犯
罪
行
為
を
行
う
人

は
い
ま
せ
ん
。

地
域
に
密
着

し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
皆
さ

ん
の
「
目
」
が

犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
大
き

な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま

す
。

☆
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
？

　

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
決
ま
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。『
で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ

と
を
』
が
基
本
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
活
動
内
容

の
提
案
や
自
主
防
犯
団
体
に
よ
る
取
り
組
み

例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
防
犯
活
動
へ
の
取

り
組
み
に
対
す
る
補
助
金
制
度
（
1
団
体
上

限
5
万
円
）
も
あ
り
ま
す
。
補
助
金
を
有
効

に
活
用
し
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て

み
た
い
人
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりは、全市民

の願いです。地域から犯罪を減らすためには、日ごろから市

民一人ひとりが「自分の安全は自分で守ろう」という防犯意

識を持って生活することが重要になります。

　市では、犯罪が増加傾向にある 5月を阿賀野市独自の防犯

運動月間に指定しています。今月は市・警察・防犯協会・地

域の自主防犯団体等が市民の皆さんと一緒になって、市内か

ら犯罪を減らすため、各種の防犯活動を推進します。

毎年５月毎年５月はは「阿賀野市犯罪のない安全で「阿賀野市犯罪のない安全で
安心なまちづくり推進運動月間」安心なまちづくり推進運動月間」ですです
毎年５月毎年５月はは「阿賀野市犯罪のない安全で「阿賀野市犯罪のない安全で
安心なまちづくり推進運動月間」安心なまちづくり推進運動月間」ですです
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窃盗以外の刑法犯
窃盗犯

232

安全安心メール配信中安全安心メール配信中
 　市内で実際にどんな犯罪が発生しているか

知っていますか？ 犯罪の発生傾向を知ること

で自分自身や周囲に注意を促すことができます。

　市では、実際に市内で発生した犯罪や不審者

出没情報を携帯電話やパソコンに電子メールで

配信するサービスを行っています。その他、放

射線測定結果や防災・交通安全の情報なども配

信しています。登録内容はメールアドレスのみ

で住所・氏名・電話番号等を公開する必要はあ

りません。皆さんの登録をお待ちしています。

■登録方法

　携帯電話やパソコンから市ホームページ（携

帯電話の場合はモバイル用ホームページ）にア

クセスし、安全安心メールサービスのページか

ら、新規登録の手続きをしてください。

＊パソコン用登録アドレス
　 http://www.city.agano.niigata.jp/

　bouhan/mail_serves.htm　

＊携帯電話用登録アドレス
　 http://www.city.agano.niigata.jp/m/

　mail_m/mail_touroku.html
安全安心メール
ＱＲコード

■
こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課 

危
機
管
理
室 

地
域
安
全
係
へ　

☎
61
‐
２
４
７
１

生徒の大半を市民が占める、地域密着型の高校。
地域に開かれた魅力ある学校運営を目指している、本校での取り組みを定期的に紹介します。

阿賀野高校阿賀野高校  ですです URL http://www.agano-h.nein.ed.jp

E メール  school@agano-h.nein.ed.jp
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新
入
生
を
迎
え
ま
し
た

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た

新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

在
校
生
・
職
員
一
同
、
心
よ

り
歓
迎
し
ま
す
。

　

3
年
間
と
い
う
短
い
時
間
で

す
が
、
充
実
し

た
学
校
生
活
と

な
る
よ
う
、
精

一
杯
お
手
伝
い

し
ま
す
！

活
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
高
校
生
と
な
っ
た

今
、
自
分
の
行
動
に
責
任
と
自
覚
を

持
ち
、
社
会
的
に
自
立
し
た
人
間
と

な
れ
る
よ
う
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
阿
賀
野
高
等
学

校
の
校
訓
を
胸
に
掲
げ
、
悔
い
の
残

ら
な
い
、
充
実
し
た
3
年
間
に
な
る

よ
う
誓
い
、
新
入
生
宣
誓
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
4
月
7
日　
　

新
入
生
代
表　

塩
田
好
美

　

4
月
8
日
、
新
入
生
と
在
校
生
の

初
め
て
の
顔
合
わ
せ
と
な
る
対
面
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
緊
張
し
た
表
情

の
新
入
生
を
在
校
生
が
温
か
く
迎
え

入
れ
、
式
中
は
終
始
和
や
か
な
様
子

で
し
た
。

　

生
徒
会
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
の

『
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
』
の
披
露
で
は
、

く
す
玉
を
割
っ
て
リ
ボ
ン
が
下
に
落

ち
る
様
子
に
、
新
入
生
の
み
な
ら
ず

在
校
生
か
ら
も
歓
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

　

4
月
7
日
、
入
学
式
に
先
立
ち
、

新
し
く
着
任
し
た
先
生
の
新
任
式
お

よ
び
一
学
期
の
始
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
遠
宮
武
志
教
頭
を
は
じ

め
、
8
人
の
先
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
任
を
代
表
し
て
遠
宮
教
頭
か

ら
、「
何
事
も
素
直
に
受
け
入
れ
、

諦
め
ず
に
繰
り
返
し
努
力
す
れ
ば
必

ず
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
て
、
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

始
業
式
で
は
、
桑
原
弘
秀
校
長
か

ら
、「
大
き
な
目
標
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と

が
自
分
の
力
に
な
り
ま
す
」
と
生
徒

に
向
け
て
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

創
立
10
周
年
を
迎
え
た
阿
賀
野
高

校
の
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
1010
回
入
学
式
挙
行

回
入
学
式
挙
行

第第
1010
回
入
学
式
挙
行

回
入
学
式
挙
行

新
任
式
・
始
業
式

新
任
式
・
始
業
式

新
任
式
・
始
業
式

新
任
式
・
始
業
式

新入生宣誓新入生宣誓

新
入
生
代
表

新
入
生
代
表 

宣
誓
宣
誓

新
入
生
代
表

新
入
生
代
表  

宣
誓
宣
誓

　

4
月
7
日
、
第
10
回
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

期
待
と
緊
張
の
入
り
交
じ
っ
た
面

持
ち
の
新
入
生
１
３
８
人
が
、
桑
原

弘
秀
校
長
か
ら
入
学
許
可
を
受
け
、

晴
れ
て
阿
賀
野
高
校
の
1
年
生
と
な

り
ま
し
た
。

　

厳
し
か
っ
た
冬
の
寒
さ
も
緩
み
、

暖
か
い
春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
私
た
ち
新
入
生
の
た
め

に
、
盛
大
な
入
学
式
を
挙
行
し
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
ご
来

賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
と
歓
迎
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

真
新
し
い
制
服
を
身
に
ま
と
い
、

私
た
ち
は
新
た
に
始
ま
る
学
校
生
活

へ
の
期
待
や
喜
び
で
、
胸
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
勉
強
や
部

入学式入学式

対
面
式

対
面
式

対
面
式

対
面
式
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米
穀
・
肥
料
等
卸
小
売
業
の
株
式
会
社

壱
成
（
新
潟
市
北
区
）
が
新
潟
県
東
部
産

業
団
地
（
か
が
や
き
）
へ
進
出
す
る
こ
と

が
決
定
し
、
3
月
25
日
、
新
潟
県
庁
で
進

出
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

阿
賀
野
市
と
県
が
連
携
し
て
誘
致
を
進

め
て
き
た
も
の
で
、
企
業
局
長
室
で
行
わ

れ
た
進
出
協
定
締
結
式
に
は
、
株
式
会
社

壱
成
の
早
川
典
孝
代
表
取
締
役
社
長
と
早

川
晃
平
専
務
取
締
役
、
早
福
弘
新
潟
県
企

業
局
長
が
出
席
、
田
中
清
善
阿
賀
野
市
長

の
同
席
の
も
と
、
進
出
協
定
書
を
交
わ
し

ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
新
潟
県
東
部
産
業
団
地
へ

の
進
出
は
、
将
来
の
事
業
拡

張
に
備
え
る
と
と
も
に
、
新

事
業
の
準
備
の
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

用
地
は
、
県
道
五
泉
間
瀬

線
と
県
道
保
田
寺
社
線
が
交

差
す
る
か
が
や
き
交
差
点
の

角
地
、
約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

6
月
中
の
購
入
契
約
の
締
結

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
３
千
ト
ン

の
米
穀
を
貯
蔵
す
る
低
温
倉

庫
を
建
設
し
、
借
用
し
て
い

る
4
か
所
の
倉
庫
を
集
約
す

る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は

精
米
工
場
建
設
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

投
資
額
で
約
3
億
5
千
万

円
、
建
築
面
積
は
約
3
千
㎡
を

予
定
し
、
新
た
に
3
人
程
度
の

雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

左から、早福新潟県企業局長、早川代表取締役社長、左から、早福新潟県企業局長、早川代表取締役社長、早川早川
専務専務取締役、田中阿賀野市長取締役、田中阿賀野市長

㈱
壱
成
が
県
と
調
印

新潟県東部産業団地に進出新潟県東部産業団地に進出

4
月
1
日
、
五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合

（
五
泉
市
）
で
、
五
泉
市
・
阿
賀
野
市
・
阿
賀

町
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
推
進
協
議

会
設
立
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
田
中
清
善
阿
賀
野
市
長
、
伊
藤

勝
美
五
泉
市
長
、
神
田
敏
郎
阿
賀
町
長
が

出
席
し
、
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
3
市
町
と
五
泉
地
域

衛
生
施
設
組
合
で
構
成
さ
れ
、
阿
賀
野
市
、

五
泉
市
、
阿
賀
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般

廃
棄
物
を
共
同
で
安
全
か
つ
効
率
的
に
処

理
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
必
要
な
実
施
方

策
を
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
た

も
の
で
す
。

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

に
関
し
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
排
出
削
減
や
コ
ス
ト

縮
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
現

在
の
処
理
区
域
を
さ
ら
に
拡

大
し
、
広
域
な
体
制
で
処
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
協
議
会
で
は
、
今
後
、

焼
却
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、
最
終
処
分
場
の
3

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
調
印
式
の
後
に
は
、

３
市
町
か
ら
各
1
人
派
遣
さ

れ
た
職
員
の
辞
令
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
五
泉
地
域
衛

生
施
設
組
合
内
に
設
け
ら
れ

た
施
設
整
備
室
に
配
属
さ
れ

る
も
の
で
、
施
設
整
備
に
向

け
た
協
議
が
こ
れ
か
ら
本
格

的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

進出協定調印進出協定調印
（左（左：：県県　右：㈱壱成）　右：㈱壱成）

阿
賀
野
市
・
五
泉
市
・

阿
賀
町
が
調
印

一般廃棄物処理施設整備推進協議会を設立一般廃棄物処理施設整備推進協議会を設立

設立協定調印設立協定調印

左から、田中阿賀野市長、伊藤五泉市長、神田阿賀町長左から、田中阿賀野市長、伊藤五泉市長、神田阿賀町長

表彰

寄付紹介

　

3
月
6
日
〜
9
日
、
新
潟
ふ
る
さ
と

村
を
会
場
に
「
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
新

潟
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
行
わ
れ
た
第
23
回
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
切
花
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
県
産

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
１
１
２
点
が
出
品
さ

れ
、
市
内
か
ら
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

● 

日
本
花
き
生
産
協
会
長
賞
・
品
種
「
ス

ト
ロ
ン
グ
ゴ
ー
ル
ド
」
圓
山
孝
さ
ん

（
京
ヶ
島
）

● 

金
賞
・
品
種
「
ア
ン
ジ
ェ
リ
ケ
」
圓

山
孝
さ
ん
（
京
ヶ
島
）

● 

金
賞
・
品
種
「
ス
ト
ロ
ン
グ
ゴ
ー
ル
ド
」

水
野
一
芳
さ
ん
（
布
目
）

● 

銀
賞
・
品
種
「
ピ
ン
ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

圓
山
孝
さ
ん　

（
京
ヶ
島
）

特
別
賞
な
ど
を
受
賞

●
切
花
コ
ン
テ
ス
ト

日本花き生産協会長賞などを受賞した日本花き生産協会長賞などを受賞した
圓山さん圓山さん

　3月 20 日、鈴木大和園（小浮）の鈴木武夫さ

んから桜の苗木（13本）を寄贈いただきました。

　この桜は、咲き始めは淡い白色で、日を追う

ごとに花の中心部からピンク色を経て赤色へと

染まっていくといった特徴を持ちます。

　市では、観光資源として活用するため、瓢湖水き

ん公園と五頭山麓いこいの森で育てていきます。

特
徴
あ
る
桜
を
観
光
に

●
鈴
木
大
和
園

　3月 19 日、越後桜を楽しむ会の井岡英夫会長

と越後桜酒造株式会社（山口町 1）の檜垣聡社長

が来庁し、「阿賀野市の PRに役立ててほしい」と、

陣羽織型ベスト 20着を寄贈されました。

　同会では、地域への貢献を掲げ、地域振興に

取り組んでいます。このベストは市内外で開催

されるイベントで着用する予定です。

陣
羽
織
型
ベ
ス
ト
を
寄
贈

●
越
後
桜
を
楽
し
む
会

　3月 26 日、カラオケ愛好家グループの「明間

隆雄と愉快な仲間たち」水原公民館実行委員会委

員長の明間 司さん（寺社）と委員長補佐の脇坂

芳野さん（七石）が来庁しました。

　3月 16 日、水原公民館で開催した「歌と踊り

の発表会」のチャリティー金 41,915 円を社会福

祉に役立ててほしいと寄付されました。

社
会
福
祉
に
役
立
て
て

●
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち

　3月 25 日、水原中学校第 9期生「還暦を祝う会」

実行委員長の遠藤徹夫さん（北本町）と、実行委

員の樋口義明さん（南安野町）、吉川紀美子さん（外

城町）、瀧澤政枝さん（中島町）が来庁しました。

　昨年 5月 25 日に 135 人の参加を得て開催した

同会の予備費から、新水原中学校の整備に役立

ててほしいと 6万円を寄付されました。

新
し
い
母
校
の
整
備
に

●
水
原
中
学
校
9
期
生

3 月 20 日、瓢湖水きん公園に植樹3月 20 日、瓢湖水きん公園に植樹左から、市長、脇坂さん、明間さん左から、市長、脇坂さん、明間さん

左から、樋口さん、遠藤さん、市長、左から、樋口さん、遠藤さん、市長、
吉川さん、瀧澤さん吉川さん、瀧澤さん 左から、檜垣社長、市長、井岡会長左から、檜垣社長、市長、井岡会長
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石船戸遺跡発掘調査速報展

　

縄
文
時
代
晩
期
初
頭
（
約
3
千
年

前
）
の
集
落
跡
で
あ
る
石い

し

船ふ
な

戸と

遺
跡

（
堀
越
地
内
）
か
ら
出
土
し
た
遺
物
な

ど
を
展
示
す
る
発
掘
調
査
速
報
展
が
、

4
月
5
日
か
ら
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
県
内
6
例
目
で
最
大
と
な

る
遮
光
器
土
偶
の
頭
部
を
一
目
見
よ
う

と
、
17
日
ま
で
に
８
０
０
人
を
超
え
る

人
た
ち
が
市
内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

　

遮
光
器
土
偶
の
頭
部
は
今
後
劣
化

を
防
ぐ
保
存
処
理
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
の
速
報
展
は
5
月
11
日
（
日
）
ま
で
。

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

緊急公開も残りあとわずか！ 安
全
運
転
に
願
い
を
込
め
て

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
贈
呈
式

　

交
通
安
全
協
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

の
会
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
る
、
交

通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ア
ン
ピ
ー
ち
ゃ
ん
」。

　

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
贈
呈
式
が
、
4
月

4
日
、
市
役
所
や
各
支
所
、
阿
賀
野
警
察

署
な
ど
6
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
警
察
署
管
内
の
1
月
か
ら
3
月
ま

で
の
事
故
発
生
件
数
は
21
件
で
、
昨
年
の
同

時
期
に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
が
増
え
な

い
よ
う
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

4
月
6
日
、
水
原
中
学
校
で
、
新
校
舎

完
成
を
祝
う
竣
工
式
と
竣
工
イ
ベ
ン
ト「
よ

う
こ
そ
藤
野
先
輩
！
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
56
人
が
参
列
。
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
や
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竣
工
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
同
校
卒

業
生
で
作
・
編
曲
家
の
藤
野
浩
一
さ
ん
を

招
き
、
市
内
4
中
学
校
吹
奏
楽
部
合
同
で

同
氏
指
揮
に
よ
る
練
習
曲
「
マ
ー
チ
『
春

風
』」
の
演
奏
披
露
や
、「
わ
た
し
の
音
楽

人
生
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
上
松
咲
妃
さ

ん
は
「
先
生
か
ら
指
導
し
て
も
ら
い
、
す
ご

く
勉
強
に
な
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
校
舎
竣
工
式
・
竣
工
イ
ベ
ン
ト

新
校
舎
を
広
く
お
披
露
目

新
し
い
庁
舎
を
披
露

「
か
が
や
き
分
署
」
見
学
会

　

3
月
23
日
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
市

消
防
本
部
「
か
が
や
き
分
署
」
で
庁
舎

見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

２
８
５
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
庁
舎
を
見
て
回
っ
た
り
、
消
防

車
や
救
急
車
に
乗
っ
て
写
真
を
撮
っ
た

り
、放
水
体
験
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
に
訪
れ
た
佐
藤
賢
さ
ん
（
緑
町
）

は
、「
初
め
て
消
防
署
の
中
に
入
り
ま
し

た
。
新
し
い
庁
舎
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

か
が
や
き
分
署
は
、
4
月
1
日
か
ら

新
た
な
体
制
で
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
末
に
閉
館
し
た
水
原
図
書

館
の
機
能
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
4
月
6

日
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
が
新
水

原
中
学
校
内
に
開
室
し
ま
し
た
。

　

こ
の
図
書
室
は
、
学
校
図
書
室
の
一

部
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
い

た
だ
く
県
内
初
の
生
涯
学
習
施
設
で
す
。

　

所
蔵
冊
数
は
約
3
万
6
千
冊
、
生
徒

と
共
用
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
は
74
席
あ
り
、

水
原
図
書
館
に
比
べ
て
広
く
明
る
い
図

書
室
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

「
郷
土
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
絵
本
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
も
新
設
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

市
民
と
生
徒
の
学
び
の
場

戻
っ
て
く
る
の
が
楽
し
み
！

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
（
大
）
会

○
百
津
自
治
会

　

3
月
30
日
、
安
野
川
第
19
号
橋
の
下
の

安
野
川
で
、
百
津
自
治
会
に
よ
る
サ
ケ
の

稚
魚
放
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
安
野
川
整
備
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
阿
賀
野
川
漁
業
協
同
組
合
や

市
建
設
業
協
会
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
を

得
て
実
施
。今
年
で
8
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
風
が
強
く
、
時
折
雨
の
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
、
例
年
に
比
べ
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
自
治
会
の
親
子

連
れ
や
み
ど
り
保
育
園
の
園
児
な
ど
約
80

人
が
約
2
万
匹
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
に
参
加
者
し
た
石
倉
礼
雄
さ
ん

（
学
校
町
）
は
、「
サ
ケ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
か

わ
い
か
っ
た
。戻
っ
て
く
る
の
が
楽
し
み
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

安野川に放流・百津自治会安野川に放流・百津自治会

都辺田川に放流・赤坂小 6年生都辺田川に放流・赤坂小 6年生

○
赤
坂
小
学
校

　

4
月
9
日
、
赤
坂
小
学
校
6
年
生
に
よ

る
サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
会
が
都
辺
田
川
親

水
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
権
瓶
文
吉
さ
ん

（
小
松
）
の
指
導
の
も
と
、
昨
年
11
月
に

人
工
ふ
化
し
、
学
校
の
水
槽
で
大
切
に
飼

育
し
て
い
ま
し
た
。
稚
魚
は
3
、
4
日
で

海
に
出
て
、
ア
ラ
ス
カ
沖
な
ど
を
回
遊
し
、

4
年
後
に
戻
っ
て
く
る
そ
う
で
、
こ
の
日

は
約
７
０
０
匹
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
会
に
参
加
し
た
西
潟
玲
さ
ん
は

「
中
学
3
年
生
に
な
っ
た
ら
橋
の
上
か
ら

川
を
の
ぞ
い
て
み
た
い
」、
石
井
咲
希
さ

ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
、
サ
ケ
を
食
べ
る
と

き
に
今
回
の
稚
魚
の
放
流
を
思
い
出
し
そ

う
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

工
事
の
安
全
を
祈
願

新
病
院
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭

　

新
病
院
建
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
、

4
月
11
日
、
水
原
郷
病
院
敷
地
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
中
市
長
を
は
じ
め
、

帆
苅
県
議
会
議
員
、
山
口
市
議
会
議
長
、

地
元
自
治
会
、
工
事
関
係
者
な
ど
、
約

50
人
が
集
ま
り
、
工
事
中
の
無
事
故
・

無
災
害
を
祈
り
ま
し
た
。

　

田
中
市
長
は
、「
市
民
が
待
ち
望
ん
で

い
る
病
院
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
と
安
全
を
支
え
る
病
院
と

な
る
よ
う
、
安
全
な
工
事
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

新
病
院
は
、
平
成
27
年
秋
に
開
院
す

る
予
定
で
す
。

鍬鍬
くわくわ

入れを行う田中市長入れを行う田中市長

藤野浩一さん藤野浩一さん 昇降口でテープカット昇降口でテープカット

屋内体育館で講演会屋内体育館で講演会

出土した遮光器土偶の頭部（写真右）出土した遮光器土偶の頭部（写真右）
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市
民
と
協
働
で
つ
く
る
阿
賀
野
市
に
向
け
て

■
福
祉
・
健
康
部
門

介
護
保
険

高
齢
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
福
祉
課

介
護
予
防
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課

認
知
症
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉

社
会
福
祉
課

児
童
の
福
祉

社
会
福
祉
課

自
分
と
家
族
の
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

健
康
推
進
課

た
ば
こ
と
健
康
〜
禁
煙
で
健
康
寿
命
を

延
ば
そ
う
〜

健
康
推
進
課

阿
賀
野
市
子
育
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

健
康
推
進
課

食
育
推
進

健
康
推
進
課

健
康
寿
命
日
本
一
！
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
推
進
課

■
教
育
・
文
化
部
門

阿
賀
野
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
！

生
涯
学
習
課

郷
土
が
生
ん
だ
歴
史
的
人
物

生
涯
学
習
課

文
化
財
っ
て
何
？

生
涯
学
習
課

歴
史
こ
ぼ
れ
話

生
涯
学
習
課

文
化
財
を
活
用
す
る
！

生
涯
学
習
課

■
生
活
環
境
部
門

ご
み
の
話

市
民
生
活
課

不
法
投
棄
を
な
く
そ
う
！

市
民
生
活
課

「
地
域
の
防
災
は
地
域
の
力
で
」

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

総
務
課

災
害
か
ら
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に

総
務
課

「
地
域
の
安
全
は
地
域
の
力
で
」

自
主
防
犯
組
織
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

総
務
課

交
通
安
全
教
室

総
務
課

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て

総
務
課

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置

消
防
本
部

応
急
救
護
教
室

消
防
本
部

火
災
事
例
か
ら
学
ぶ

消
防
本
部

救
急
活
動
の
現
状

消
防
本
部

消
防
体
制

消
防
本
部

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

地
域
医
療
推
進
課

新
病
院
の
概
要
と
地
域
医
療
の
推
進

地
域
医
療
推
進
課

■
産
業
・
経
済
部
門

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

農
林
課

園
芸
振
興
の
取
り
組
み
推
進

農
林
課

ほ
場
整
備
事
業
の
推
進

農
林
課

農
業
経
営
改
善
と
担
い
手
の
育
成

農
業
委
員
会

農
地
の
権
利
移
動
な
ど
の
制
度
と
農
地

の
有
効
利
用

農
業
委
員
会

阿
賀
野
市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

商
工
観
光
課

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
「
瓢
湖
」

商
工
観
光
課

企
業
誘
致
政
策

商
工
観
光
課

産
業
経
済
振
興
基
本
計
画

商
工
観
光
課

■
都
市
基
盤
部
門

阿
賀
野
市
の
道
路
整
備

〜
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
を
核
と
し
た
道
路
整
備
〜

建
設
課

阿
賀
野
市
の
河
川
整
備

〜
た
ん
水
地
域
の
解
消
に
向
け
て
〜

建
設
課

阿
賀
野
市
の
都
市
計
画

〜
都
市
計
画
制
度
と
は
？
〜

建
設
課

公
園
・
道
路
の
維
持
管
理

〜
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
向
け
て
〜

建
設
課

木
造
住
宅
耐
震
化
助
成
事
業

〜
あ
な
た
の
お
宅
は
大
丈
夫
？
〜

建
設
課

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

〜
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
を
助
成
〜

建
設
課

虹
の
架
け
橋
住
宅
取
得
支
援
事
業

〜
住
宅
取
得
の
経
費
を
助
成
〜

建
設
課

阿
賀
野
市
の
水
道

上
下
水
道
局

阿
賀
野
市
の
下
水
道

上
下
水
道
局

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
部
門

阿
賀
野
市
の
財
政
状
況

財
政
課

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
？

市
民
協
働
推
進
課

男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？

市
民
協
働
推
進
課

統
計
の
話

市
民
協
働
推
進
課

■
そ
の
他

市
議
会
の
役
割
と
し
く
み

議
会
事
務
局

希
望
す
る
テ
ー
マ

市
民
協
働
推
進
課

民

協
働

賀
野

民

協
働

賀
野

あ
が
の
市
政
出
前
講
座

あ
が
の
市
政
出
前
講
座

講座メニュー

あ
が
の
市
政
出
前
講
座
と
は

あ
が
の
市
政
出
前
講
座
と
は

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
満
足
し
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
満
足
し
て

も
ら
え
る
施
策
を
実
現
す
る
に
は
、

も
ら
え
る
施
策
を
実
現
す
る
に
は
、

行
政
と
市
民
が
「
協
働
」
し
て
施

行
政
と
市
民
が
「
協
働
」
し
て
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
「
協
働
」
の
推
進
の
た
め
に
は
、

こ
の
「
協
働
」
の
推
進
の
た
め
に
は
、

「
市
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

「
市
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
知
っ

か
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
が
行
っ
て
い
る
仕

　

そ
こ
で
、
市
が
行
っ
て
い
る
仕

事
や
制
度
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し

事
や
制
度
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
公
表
し
、
市
職
員
が
皆
さ
ん
の

て
公
表
し
、
市
職
員
が
皆
さ
ん
の

も
と
へ
出
向
き
、
市
の
取
り
組
み

も
と
へ
出
向
き
、
市
の
取
り
組
み

や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を

や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
が
「
あ

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
が
「
あ

が
の
市
政
出
前
講
座
」
で
す
。

が
の
市
政
出
前
講
座
」
で
す
。

　

自
治
会
・
グ
ル
ー
プ
等
で
気
軽

　

自
治
会
・
グ
ル
ー
プ
等
で
気
軽

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
で
き
る
人

申
し
込
み
の
で
き
る
人

　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
人
で
構
成
さ
れ
、
当
日
の
参

す
る
人
で
構
成
さ
れ
、
当
日
の
参

加
者
が

加
者
が
1010
人
以
上
見
込
ま
れ
る
団

人
以
上
見
込
ま
れ
る
団

体
や
グ
ル
ー
プ
。

体
や
グ
ル
ー
プ
。

講
座
メ
ニ
ュ
ー

講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

下
記
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
聞
い
て
み

　

下
記
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
聞
い
て
み

た
い
内
容
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
い
内
容
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
内
容
を
希
望
す

メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
内
容
を
希
望
す

る
場
合
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
場
合
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

開
催
日
時

　

年
末
年
始
を
除
く
、
午
前

　

年
末
年
始
を
除
く
、
午
前
1010
時
か
時
か

ら
午
後

ら
午
後
99
時
ま
で
の
間
の

時
ま
で
の
間
の
22
時
間
。

時
間
。

会
場
会
場

　

原
則
、
市
内
の
公
共
施
設
・
地
区

　

原
則
、
市
内
の
公
共
施
設
・
地
区

公
会
堂
な
ど
。

公
会
堂
な
ど
。

※※  
開
催
を
希
望
す
る
団
体
で
会
場

開
催
を
希
望
す
る
団
体
で
会
場

の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。
使

の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。
使

用
料
が
必
要
な
場
合
は
、
団
体

用
料
が
必
要
な
場
合
は
、
団
体

で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

申
込
方
法

　

開
催
を
希
望
す
る
日
の
１
か
月

　

開
催
を
希
望
す
る
日
の
１
か
月

前
ま
で
に
「
あ
が
の
市
政
出
前
講

前
ま
で
に
「
あ
が
の
市
政
出
前
講

座
」
申
込
書
を
担
当
課
ま
た
は
市

座
」
申
込
書
を
担
当
課
ま
た
は
市

民
協
働
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

民
協
働
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
民
協
働
推
進
課

　

申
込
書
は
、
市
民
協
働
推
進
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　　

市
民
協
働
推
進
課

市
民
協
働
推
進
課  

市
民
協
働
推
進
係

市
民
協
働
推
進
係
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プレママ・プレパパ教室にプレママ・プレパパ教室に
参加してみませんか？参加してみませんか？

プレママ・プレパパ教室にプレママ・プレパパ教室に
参加してみませんか？参加してみませんか？

　新しい家族を迎えることは、とても楽しみであると同時に

不安なこともあると思います。

　プレママ・プレパパ教室は、妊娠中や出産後に不安をお持

ちの皆さんに役立つ内容となっています。

　プレママ・プレパパの皆さん、ぜひ参加ください。

■会場＝水原保健センター

■対象＝妊娠初期のプレママとプレパパ　　

■ 受付時間＝午前 9時～ 9時 15 分

■ 終了予定時間＝午前 11 時 30 分

■持ち物＝母子健康手帳

■内容＝栄養・歯・育児の話、歯科健診、

　妊婦体験 他

■ 申し込み＝実施日前の木曜までに健康推進

課へ申し込みください。

■開催日

対象（出産予定日） 実施日

平成 26 年 11・12 月 06 月 22 日（日）

平成 27 年 01・02 月 08 月 24 日（日）

平成 27 年 03・04 月 10 月 19 日（日）

平成 27 年 05・06 月 12 月 14 日（日）

平成 27 年 07・08 月 02 月 15 日（日）

※都合の悪いときは、他の実施日に変更可。

安心して赤ちゃんを迎えるために安心して赤ちゃんを迎えるために

問い合わせ＝健康推進課 母子係

 ☎ 62-2510（内線 638）

　社会的な環境の変化や少子化が進み、赤ちゃ

んと触れ合う機会がなく、自分の子どもが生

まれるまで、赤ちゃんと触れ合ったことのな

い人が多くなっています。

　また、出産年齢が上昇することで、合併症や早

産のリスクも高くなることが知られています。

　プレママ・プレパパ教室では、実際の赤ちゃ

んのような人形を使い、抱っこやおむつ替え

体験、沐
もく

浴
よく

方法の説明などを行っています。

　また、妊娠期に生活面で気を付けることな

どの話もしています。

　赤ちゃんの世話や妊娠期の過ごし方につい

てイメージできるように、体験を多く取り入

れた内容となっています。　

　阿賀野市では、35 歳以上の

出産が増加しています。平成

24 年の出生数 298 人のうち、

約 25％に当たる 73 人が 35 歳

以上の出産でした。

　健康推進課では、各種教室・健康相談・乳幼児健診等を通して、

妊娠期・子育ての安心を応援しています。

　◎気になっていた栄養のことなど聞けて良かった。

　◎同じ頃に出産するお母さんたちに会えて良かった。

　◎参考になりました。父親に知ってもらえて良かったです。

参加者の声

ます。　

す。

250

300

350

400
出生数

H24H23H22H21H20H19H18H17H16

■阿賀野市の出生状況

370
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阿賀野市体育協会阿賀野市体育協会
SPORTSSPORTSみんなのスポーツを応援します！

　問い合わせ

　阿賀野市体育協会事務局
　水原総合体育館内　☎ 62-0656 

　  sport-agano@crest.ocn.ne.jp

日程等が変更になる場合が
あります。詳しくは事務局
でご確認ください。

　FC Agano は 5 歳

から中学 3 年生ま

でのサッカーチー

ムです。

　82 人の部員が学年を基本に次の 4つのクラス

に分かれて練習をしています。

　・キッズ小学生 2年生以下クラス

　・ジュニア小学生 4・3年クラス

　・ジュニア小学生 6・5年クラス

　・中学生ジュニアユースクラス

　私たちは、この年代を育成年代と捉え、子ど

もたちの成長を一番に考えた指導をしています。

各クラスごとに週 4回～ 5回の練習日を設けて

います。また、子どもたちの意欲をいつでも受

け止められる環境をつくるために、各クラスに

2人以上の指導者を配置しています。

　チームに保護者会などはありません。子ども

たちが自主性を持ち、子どもたち主体のスポー

ツ活動を行うべきというのが私たちの考えです。

私たちは、試合の結果を第一に求めるのではな

く、将来を見据えた人間づくり、人間性の向上

が大切だと考えています。人として魅力がなけ

れば魅力あるサッカー選手にはなれないと考え

ています。このチームを卒団した先輩には、17

歳以下の日本代表候補や関東大学一部リーグで

試合をする人もいます。大変喜ばしいことです。

　将来を見据えて人を育てるサッカーチーム。

楽しいスポーツであるサッカーを通して魅力あ

る人間を育てたい。それが FC Agano です。体験

入団は随時受け付けています。

大会案内 応援・見学に来てください！

参加者募集
■第10回阿賀野市ダイナミックナイターベースボール大会

◎日時＝ 5 月 12 日（月）～毎日（雨天順延）午後 7時 30 分試合開始

◎場所＝水原野球場　◎参加資格＝市内在住・在勤者　◎参加費＝ 1 チーム 6,000 円

◎ 代表者会議＝ 5 月 7 日（水）午後 7時 30 分から水原総合体育館ミーティングルーム

で行います。参加費とメンバー表を持参してください。

■第15回桃太郎杯ソフトバレーボール大会

◎日時＝ 5 月 25 日（日）午前 9時試合開始　◎場所＝笹神体育館

【【FC Agano】練習日時、会場】練習日時、会場
〔練習日時〕〔練習日時〕 クラスにより異なります。詳しくは問い合わせ

ください。

〔問い合わせ〕〔問い合わせ〕吉田　☎ 090-6683-3876　 sfaabe@gmail.com

　桜の季節も終わり吹く風も心地よさを増してきました。

　新たにスポーツ少年団へ入団した子どもたちも 1か月がたちました。新しい友達と大好きな

スポーツに一生懸命取り組んでいる姿を見ると、自然と笑顔がこぼれる季節ですね。

　元気な子どもたちに負けないように、大人もスポーツをしましょう !!

『夢に向かって !! Goal』『夢に向かって !! Goal』
ゴール

＝阿賀野市スポーツ少年団サッカーチーム「FC Agano」＝
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涯生生 習のス メ学学 スス

生涯学習課

☎ 62-5322（笹神支所内）

マナビィ
©石ノ森章太郎

■生涯学習のススメ

連載94 施設紹介：水原公民館「日本間」
　水原公民館 2階にある日本間は、広さ 48 畳
の日本間です。
　民謡や舞踊、ヨガ、フラダンスなど、さまざ
まなサークルが日々利用しています。
　利用方法など、詳しくは水原公民館（☎
62-2028）へ問い合わせください。

●おはなしのじかん
☆と　き　毎週土曜　午後 2時～
☆ところ　市立図書館　☎ 67-2500 ♥♥ワクワク子育て《早寝早起き朝ごはん》規則正しい睡眠と毎日の朝ごはん。簡単なようでいて、けっこう大変です。でも、これをきちんとやっ

ている子どもほど、勉強も運動もよくできるというデータもあります。「早起きは三文の徳」「寝る子は育つ」という言葉もあります。意味深

い言葉です。あらためて、子どもの生活リズムについて考えてみましょう。 ----- 文科省 家庭教育手帳新潟県版から -----

555

ペットを飼うということは、
どのような責任があり、どの
ような世話が必要か…。
生き物の命を引き受け、育

て続けることはとても大切な
ことです。本書はペットの飼
い方や特徴、心構えなどをイ
ラスト付きで分かりやすく解

説。ペット生活の参考となります。子どもにペットが
欲しいと相談されたとき、事前に親子で話し合い、命
について深く考えることができる、児童向け指南書で
す。

★この本は市立図書館にあります★

児 童 『親子で楽しむ こどもペット塾』
勝俣和悦／著（明治書院）

◆
県
内
最
古
の
遺
跡　

上う
わ

野の

林
ば
や
し

Ｊ
遺
跡

　

市
内
に
は
約
2
万
3
千
年
前
（
最
新
の
研
究

で
は
、
2
万
8
千
年
前
と
も
い
わ
れ
ま
す
）
の

遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

安
田
の
上
野
林
Ｊ
遺
跡
で
は
旧
石
器
時
代
の

人
々
が
使
っ
た
石
の
道
具
（
石
器
）
が
見
付
か
っ

て
い
ま
す
。

◆
旧
石
器
時
代
の
様
子

　

旧
石
器
時
代
は
、
氷
期
と
や
や
暖
か
い
間か

ん

氷
ぴ
ょ
う

期き

を
繰
り
返
し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
2
万
年
前
く

ら
い
が
最
も
寒
い
時
期
で
、
今
よ
り
も
7
〜
8

度
も
気
温
が
低
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

日
本
列
島
の
形
も
今
と
は
違
い
、
大
陸
と
陸

続
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
日
本
海

に
は
暖
流
が
流
れ
込
ま
ず
、
雪
は
あ
ま
り
降
ら

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
石
器
時
代
は
、
マ
ン
モ
ス
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ

カ
な
ど
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
大
型
動
物
が
生
息

し
て
い
た
時
代
で
す
。
笹
神
地
区
の
下
福
岡
集

落
の
付
近
で
は
、
ト
ナ
カ
イ
の
角
が
見
つ
か
っ

た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

◆
人
々
の
暮
ら
し

　

旧
石
器
時
代
の
人
々
は
石
器
を
使
い
、
狩
り

を
し
な
が
ら
移
動
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

一
つ
の
場
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
も
テ
ン
ト
の

よ
う
な
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
石
器
を
作
っ
た
跡
や

焼
け
た
石
が
見
付
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
、
石
器
を
作
る

作
業
や
火
を
た
い
て
食
事
を
し
て
い
た
姿
が
想

像
で
き
ま
す
。

◆
石
器
作
り
が
分
か
る
遺
跡

　

上
野
林
Ｊ
遺
跡
で
は
、
石
器
や
石
器
を
作
る

際
に
出
る
破
片
が
た
く
さ
ん
見
付
か
り
ま
し

た
。
見
付
か
っ
た
石
の
破
片
を
合
わ
せ
て
い
く

と
、
一
つ
の
大
き
な
石
に
戻
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
良
い
狩
り
場
を
見
付
け
た
人
々
は
、

こ
こ
で
石
器
を
作
り
な
が
ら
、
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
人
々
の
石
器
づ
く
り

の
様
子
が
分
か
る
遺
跡
は
、
新
潟
県
内
で
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
上
野
林
Ｊ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

石
器
群
（
２
３
５
点
）
は
、
平
成
20
年
に
新
潟

県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
出
土
し
た
石
器
は
、
水
原
ふ
る
さ
と

農
業
歴
史
資
料
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

阿
賀
野
市
の
遺
跡

夜、眠りにつく前のひとと
き。男の子がおふとんさんと
まくらさんにお願いごとをす
ると『まかせろ まかせろ お
れにまかせろ』と、なんとも
頼もしい返事がかえってきま
す。こんなふとんとまくらが
あったら、暗くてこわ～い夜
も、安心してぐっすり眠れる

かも !? おやすみ前におすすめの絵本です。

★この本は市立図書館にあります★

絵 本 『しきぶとんさん かけぶとんさん　
まくらさん』

高野文子／作・絵（福音館書店）

　　　　　　ご寄贈ありがとうございました
★涌井明様（千原）より『クジラの彼』他　計 30 冊

★図書館子どもキッズウイーク★
～ 5月 11 日（日）まで開催～

古雑誌差し上げます

　水原図書館で保存期限の過ぎた雑誌を差し上げ

ます。どうぞお越しください。

■日時＝ 5 月 10 日（土）午前 9時 30 分～

　　　　（なくなり次第終了）

■場所＝水原中学校市民図書室

■冊数＝ 1 人 5 冊まで

■問い合わせ＝水原中学校市民図書室　☎ 47-8068

　

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花

ど
け
い
」
で
は
、
お
子
さ
ん

を
思
い
切
り
遊
ば
せ
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
ん
で
、

育
児
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
〝
い
ち
ご
み
る
く
〞
が
、
お

子
さ
ん
の
保
育
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
で
、
お
子
さ
ん
に
付

き
っ
き
り
に
な
ら
な
く
て
も

安
心
し
て
遊
ば
せ
ら
れ
ま
す
。

　

自
由
に
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ

や
絵
本
が
い
っ
ぱ
い
ミ
ニ
図

書
館
、
季
節
の
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

温
か
な
雰
囲
気
な
の
で
、

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　

毎
月
第
2
・
4
月
曜

▼
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※ 

申
し
込
み
不
要
。
好
き
な

時
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

　

水
原
公
民
館
「
日
本
間
」

▼
対
象

　

市
内
在
住
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物

　

マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む

つ
、
帯
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

水
原
公
民
館

　

☎
62
‐
２
０
２
８

毎
日
育
児
に
奮
闘
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花
ど
け
い
」

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花
ど
け
い
」

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花
ど
け
い
」

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花
ど
け
い
」

♣
ま
ち
の
達
人
（
指
導
者
編
）

　

市
で
行
っ
た
講
演
会
や
体
験
教
室

の
講
師
１
０
８
人
の
氏
名
・
講
演
内

容
・
連
絡
先
を
紹
介
し
た
「
ま
ち
の

達
人
（
指
導
者
編
）」（
平
成
26
・
27

年
度
版
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

♣
サ
ー
ク
ル
・
団
体
編

　

市
内
の
文
化
・
芸
術
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ま
ち
づ
く
り
団
体
１
７
７
団
体

の
活
動
情
報
や
新
規
会
員
の
募
集
な

ど
を
紹
介
し
た
、「
サ
ー
ク
ル
・
団
体

編
」（
平
成
25
・
26
年
度
版
）
で
す
。

♣ 

冊
子
は
ど
こ

に
あ
る
の
？

　

こ
れ
ら
の
冊
子

は
、
市
役
所
・
支
所
の
ロ
ビ
ー
、
図

書
館
、
公
民
館
、
体
育
館
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
冊

子
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

♣
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
会
館　

☎
63
‐
８
０
１
９

「
サ
ー
ク
ル
・
団
体
編
」

「
ま
ち
の
達
人
（
指
導
者
編
）」

活
用
く
だ
さ
い

活
用
く
だ
さ
い
！！！！  

生
涯
学
習
ガ
イ
ド

生
涯
学
習
ガ
イ
ド

活
用
く
だ
さ
い

活
用
く
だ
さ
い
！！！！  

生
涯
学
習
ガ
イ
ド

生
涯
学
習
ガ
イ
ド

ひとりで悩んでいませんか？

　青少年育成センターの電話相談は、名前

を名乗らず顔も知られず相談できます。つ

ながりは声だけです。その声を通して、相

談する人と相談員は真剣に関わり合います。

　一人で悩みを抱え込まないで、電話し

てみてください。一緒に考えましょう。

　相談は無料で、秘密は固く守られます。

親子で自由遊び

相談時間

　午前 9時～午後 5時（土曜、日曜、祝日を除く毎日）

電話番号

　☎ 62-1234（相談員に直接つながります）

相談内容

　 学校生活、学習、家庭生活、身体問題、交

友関係、親子関係、異性関係、部活、進

路、不登校、ひきこもり、非行、子育て、

子どものしつけ、子どもとの関わり方など

相談員　（都合により変更することもあります）

　 月曜・火曜…男性相談員、水曜…男性・

女性相談員、木曜・金曜は女性相談員
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わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
煮野菜のごまソースがけ

【作り方】
① カボチャは種を取り食べやすい大きさに切り、ニンジンは 7㎜程度

の輪切り、カブは縦 4等分に切る。ブロッコリーは小房に分けて色

よくゆでる。

② 鍋にだし汁、酒、みりんを入れてニンジンを煮る。少し軟らかくなっ

たらカボチャ、カブを入れて弱めの中火で煮る。野菜が軟らかくなっ

たらしょうゆ、塩で味を調えて冷ます。

③ ごまソースの材料を合わせて、むらなくなめらかに混ぜ合わせる。

④ 器に煮野菜を盛り、ごまソースをかける。

※ 「おうちで元気ごはん こんなにおいしい！ 減塩レシピ」（新潟県食

生活推進協議会著）に掲載している食塩相当量 1.0 ｇの塩分を考え

た一品です。

　だし汁を野菜にじっくり含ませ、練りごまのコクをプラスして
いるので、薄味でもおいしく食べられます。鶏肉やエビ、季節の
野菜を使っておいしく作ってください。

【材料】（4人分）
カボチャ………………………100ｇ
ニンジン……………………中2/3本
カブ………………………………2個
ブロッコリー…………………1/2 個
だし汁………………………2カップ
酒……………………………大さじ2
みりん……………………大さじ 1.5
しょうゆ…………………大さじ 1/2
塩…………………………小さじ 1/3
《ごまソース》
白練りごま…………………大さじ2
野菜の煮汁…………………大さじ3
しょうゆ………………………少々

問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 61-2483

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

№23№23ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

阿
賀
野
市
誕
生
10
年
の
あ
ゆ
み
を

見
て
市
政
の
発
展
と
と
も
に
月
日

の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

☆ 

10
年
間
の
広
報
な
ど
を
基
に
掲

載
。
あ
ら
た
め
て
市
の
あ
ゆ
み
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

同
級
生
が
載
っ
て
い
て
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
今
度
は
私
が
載
り

た
い
で
す
。　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 
表
紙
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

て
い
る
と
、
見
て
い
る
私
も
笑
顔

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
回
「
も
う
一
匹
の
家
族
」
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
10
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

今
後
も
、
地
域
の
話
題
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
誕
生
10
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
男
は
今
年
の

7
月
で
10
歳
、
阿
賀
野
市
が
少
し

お
兄
さ
ん
で
す
が
、
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
共
通
点
！ 

長
男
も
阿

賀
野
市
も
今
年
は
2
分
の
1
成
人

式
で
す
ね
。
ご
ず
っ
ち
ょ
も
5
周

年
お
め
で
と
う
！
（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

少
子
化
が
ど
ん
ど
ん
目
に
見
え
て

く
る
と
不
安
に
な
り
ま
す
。
小
学

校
の
閉
校
は
悲
し
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
通
信
を
見
て
ご
ず
っ

ち
ょ
手
ぬ
ぐ
い
が
ほ
し
く
な
り
ま

し
た
！ 

そ
し
て
、
ミ
ニ
ご
ず
っ

ち
ょ
に
変
身
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

郷
土
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
懐

か
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。今
回
は
、

阿
賀
野
市
誕
生
10
周
年
記
念
号
、

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
今
後
の

市
の
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

（
70
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
わ
た
し
の
住
む
地
域
」
を
読
む

と
近
く
の
町
内
で
も
知
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
り
し
て
面
白
い
で

す
。　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や
風
習

な
ど
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い

く
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
5
つ
の
間
違
い
探
し
を
子

ど
も
と
し
て
い
た
ら
、
意
外
と
難

し
い
と
同
時
に
、
楽
し
く
頭
を
使

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と

難
し
い
ク
イ
ズ
を
出
し
て
く
だ
さ

い
！　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

P.N るーちゃんさん

★ お出掛け楽しいな！
　4月は「新潟うまさぎっしり博」、「万代春フェ    

スタ」、仙台市の「きなせや新潟」などにお出掛け

したっちょ。

　お祭りやイベントで、お友達やごずっちょを応

援してくれる人に会えてうれしいな。

　これから市内にもたくさんお出掛けするから、

見かけたら握手したり、写真を撮ったりしてね。

みんなと一緒に阿賀野市を盛り上げるっちょ！

★ ごずっちょの活動情報はフェイス
ブックを見てっちょ！

　ごずっちょのお出掛け情報やイベントへ参加し

た様子は、フェイスブックで紹介するよ。『ごずっ

ちょフェイスブック』で検索してね。最新情報を

ゲットして、ごずっちょに会いに来てっちょ。

★ ごずっちょのイラストを使ってちょ
　商品の包装にごずっちょのイラストを貼ったり、

新しい商品を作ったりしても、使用料は掛からな

いよ。「ごずっちょデザイン使用申請書」を市に提

出して、承認を受けてから使ってね。

シャイニーが結成されたきっかけは？シャイニーが結成されたきっかけは？

　「ダンスをやってみたい」という子どもの　「ダンスをやってみたい」という子どもの

声から、ダンスサークルを探していたとき、声から、ダンスサークルを探していたとき、

今の先生と出会い、京ヶ瀬でヒップホップダ今の先生と出会い、京ヶ瀬でヒップホップダ

ンスの教室が始まりました。結成して 6年目ンスの教室が始まりました。結成して 6年目

になります。最初は 7人と少人数で始まりまになります。最初は 7人と少人数で始まりま

したが、現在は 3 歳から小学 6 年生までのしたが、現在は 3 歳から小学 6 年生までの

35 人が元気いっぱいに練習しています。35人が元気いっぱいに練習しています。

どんな活動をしていますか？どんな活動をしていますか？

　2つのクラスに分かれ、準備運動やダ　2つのクラスに分かれ、準備運動やダ

ンスの基本練習、発表会での踊りの振りンスの基本練習、発表会での踊りの振り

付けを練習しています。付けを練習しています。

　ヒップホップダンスというと、難しい　ヒップホップダンスというと、難しい

イメージがありますが、音楽に合わせてイメージがありますが、音楽に合わせて

体を動かすなど、無理のない練習から始体を動かすなど、無理のない練習から始

めます。体を動かしているうちに、楽めます。体を動かしているうちに、楽

しみながら体力をつけることができるのしみながら体力をつけることができるの

で、運動が苦手な人にもおすすめです。で、運動が苦手な人にもおすすめです。

　練習の他、市内外のイベントでダンス　練習の他、市内外のイベントでダンス

を披露しています。依頼があればお寺でを披露しています。依頼があればお寺で

踊ることもあります。踊ることもあります。

今後の活動は？今後の活動は？

　今まで参加したきょうがせコスモス　今まで参加したきょうがせコスモス

まつりや京ヶ瀬芸能祭、笹神ふれあいスまつりや京ヶ瀬芸能祭、笹神ふれあいス

テージの他にも、積極的に市内のイベンテージの他にも、積極的に市内のイベン

トに参加したいです。私たちは、子どもの『楽トに参加したいです。私たちは、子どもの『楽

シャイニー
京ヶ瀬ヒップホップキッズ

しい』という思いを大切に活動していましい』という思いを大切に活動していま

す。初心者でも先生が丁寧に教えてくれす。初心者でも先生が丁寧に教えてくれ

るので、安心して始めることができます。るので、安心して始めることができます。

興味のある人は、ぜひ一緒に踊りましょ興味のある人は、ぜひ一緒に踊りましょ

う。見学や体験もできますので、気軽にう。見学や体験もできますので、気軽に

連絡ください。（取材協力連絡ください。（取材協力・・連絡先：遠海連絡先：遠海

敦子さん　☎ 080-1125-3889）敦子さん　☎ 080-1125-3889）

元
気
い
っ
ぱ
い

楽
し
く
ダ
ン
ス
！

活動日：毎週木曜
場　所：京ヶ瀬公民館
活動クラス・時間
・・ 8 歳以下（満 3歳～小学 2年生）午
後 6時 30 分～ 7時 30 分
・・ ジュニア（小学 3 年生～ 6 年生）
午後 7時 30 分～ 8時 30 分

P.N くぼみさん

4 月 13 日、万代春フェスタ4月 13 日、万代春フェスタ
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● 

今
月
は 

柳
や
な
ぎ
ま
ち町 

で
す 

●

東
柳
町
か
ら
分
離
し
て
で
き
た「
柳
町
」

　

柳
町
は
、
市
役
所
か
ら
国
道
49
号
で

新
発
田
方
面
に
向
か
い
、
阿
賀
野
郵

便
局
の
先
の
丁
字
路
を
右
折
。
国
道

４
６
０
号
を
６
０
０
ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
と

垂
直
に
交
わ
る
、
右
手
の
市
道
新
光
町

柳
町
線
と
左
手
の
北
本
町
2
号
線
沿
線

を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
住
宅
地
域
で

す
。
東
柳
町
、
横
町
、
北
新
町
、
新
光

町
の
各
自
治
会
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
ご
ろ
、
阿
賀
野
郵
便
局
脇

か
ら
市
道
東
雲
町
砂
押
線
に
入
り
、
長

楽
寺
の
先
の
交
差
点
付
近
か
ら
次
の
交

差
点
付
近
（
井
浦
鉄
工
所
）
ま
で
の
沿

線
約
20
世
帯
が
東
柳
町
か
ら
分
離
し
て

柳
町
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
後
半
以
降
は
、
柳
町
北

側
の
田
ん
ぼ
が
順
次
宅
地
化
さ
れ
、
最

終
的
に
は
、
国
道
４
６
０
号
の
北
側
、

住
所
が
北
園
町
の
住
宅
地
も
柳
町
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
南
北
に
細

長
く
延
び
た
自
治
会
と
な
り
ま
し
た
。

神
明
宮
祭
礼
の
後
の
「
後
祭
り
」

　

神
明
宮
の
祭
礼
に
は
、
2
つ
の
灯
籠

や
男
女
の
子
ど
も
灯
籠
、
仁に

和わ

加か

で
参

日帰り温泉旅行（平成 15 年ごろ）

南

西

北

東

柳町

加
し
て
い
ま
す
。
祭
礼
に
は
12
自
治
会

が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
柳
町
は
最
も

大
き
い
自
治
会
と
し
て
、
今
後
も
祭
礼

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
人
が
少
な
く
な
っ
て
大
変
で
す

が
、力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
祭
礼
後
の
最
初
の
日
曜

に
開
催
す
る
「
後
祭
り
」
は
、
祭
礼
の

慰
労
会
を
兼
ね
た
独
自
の
行
事
で
す
。

　

最
初
は
大
人
だ
け
で
慰
労
会
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
変
え
た
と
こ
ろ
、
自
治

会
で
最
大
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
北

園
町
公
園
に
、
焼
き
そ
ば
や
綿
あ
め
、

焼
き
鳥
、
か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
輪
投

げ
な
ど
の
露
店
が
並
び
、
夕
方
か
ら
夜

に
か
け
て
盛
大
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

親
睦
や
関
わ
り
、
顔
合
わ
せ
を
重
視

　

さ
い
の
神
は
、
宅
地
化
の
進
展
に
よ

り
実
施
場
所
が
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く

途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
統
行
事
を
伝
え
る
た
め
、
15
年
ほ

ど
前
に
復
活
。
１
月
の
第
2
日
曜
の
午

後
に
、
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
、
中
心
部

の
空
き
地
で
実
施
。そ
の
日
の
夜
に
は
、

新
年
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

何
か
あ
っ
た
と
き
に
顔
を
知
ら
な
い

よ
う
で
は
困
る
こ
と
か
ら
、
柳
町
で
は

住
民
相
互
の
親
睦
や
関
わ
り
、
顔
合
わ

せ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も

日
帰
り
温
泉
旅
行
や
市
長
を
招
い
て
の

市
政
報
告
会
等
、
こ
れ
ま
で
各
種
行
事

の
開
催
に
力
を
注
い
だ
結
果
、
協
力
関

係
が
生
ま
れ
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
自
治

会
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、自
主
防
災
組
織
を
結
成
。

今
後
事
業
計
画
を
策
定
し
、
防
災
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
生
駒
博
さ
ん
ほ
か
5
人
）

■世帯数 217
■人　口 543

（4月 1日現在）

最寄りのバス停留所、市役所
から市営バス折居大日線で 8
分～ 13 分〔北本町 ( ムラヤマ
燃料前）下車〕。

春
ら
ん
ま
ん

　

梅
や
ツ
バ
キ
、
モ
ク
レ
ン
、
レ
ン

ギ
ョ
ウ
、
水
仙
、
そ
し
て
桜
な
ど
、

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
誇
る
春

を
迎
え
ま
し
た
。
一
年
を
通
し
最
も

快
適
で
気
持
ち
の
良
い
季
節
で
す
。

　

ま
た
、
春
は
新
入
生
や
新
社
会

人
が
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

を
切
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
朝
、
通
学
途
中
の

中
学
生
に
会
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
」
と
声
を

掛
け
る
と
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元

気
な
声
が
返
っ
て
き
ま

す
。
す
が
す
が
し
い
朝

の
あ
い
さ
つ
は
何
よ
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

ま
た
、
気
が
引
き
締
ま

る
思
い
が
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
会
っ
た
ら

ぜ
ひ
「
お
は
よ
う
」
と

声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
お
互
い
一
日
が
楽

し
く
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
役
所
に
も
4
月
1
日

か
ら
新
採
用
職
員
9
人
が
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。
新
人
の
皆
さ
ん
の

初
々
し
さ
は
と
て
も
好
感
が
持
て

ま
す
。

　

た
だ
、
気
を
張
り
過
ぎ
て
、
心

に
変
調
を
来
さ
な
い
よ
う
周
囲
の

配
慮
も
必
要
で
す
。
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
は
一
人

ひ
と
り
が
持
つ
能
力
を
引
き
出
し
、

さ
ら
に
磨
き
を
掛
け
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
職
員
と
な

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
4
月
か

ら
テ
レ
ビ
の
番
組
な
ど
も
変
わ
り

ま
し
た
。
毎
朝
、
楽
し
く
観
て
い

た
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ご
ち

そ
う
さ
ん
」
が
終
了
し
、

代
わ
っ
て
「
花
子
と
ア

ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
の
子
ど

も
時
代
の
主
人
公
「
は

な
」
の
演
技
が
素
晴
ら

し
く
感
動
し
て
観
て
い

ま
す
。
誰
も
が
厳
し
い

生
活
で
あ
っ
た
明
治
時

代
を
我
慢
強
く
、
力
強

く
、
希
望
を
も
っ
て
生

き
る
子
役
の
姿
が
素
晴

ら
し
く
、
毎
朝
が
楽
し

み
で
す
。

　

阿
賀
野
市
の
子
ど
も

た
ち
も
「
は
な
」
の
よ
う
に
、
た

く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
の
主
人
公
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
、「
ま
だ
ま
だ
と 

思
い
過

ご
し
て 

い
る
う
ち
に 

早
2
年
過

ぎ 

気
持
ち
新
た
に
」。

田
中
清
善

※ 世帯数・人口には、ア
パート・コーポを含む

★ 4月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 4月号の当選者
・・P.N モモママさん　 ・・清水明子さん
・・P.N ころすけさん　・・折笠れいこさん
・・P.N ぴー子姫さん　・・五十嵐牧衛さん
・・P.N ぴよぴよひよ子さん　・・髙山梨絵さん
・・P.Nサイクリングチャンピオンさん　・・P.Nフェイさん 

《応募総数31通　正解21通》
ありがとうございました。

　クイズの答えと広報紙への感想や意見を書いて、

郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、

はがきか電子メール、ＦＡＸで 5月 19 日（月）必

着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を希

望する人は、その旨をお書きください（氏名も必ず

書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人にご

ずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感想をお待

ちしています。その他、地域の話題や珍しい出来事、

自慢のイラストなど、どしどしお寄せください。

ごずっちょシール&
ミニタオル

★今月のプレゼント★

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！　全部読めば、必ず答えが見つかるはず。さあ、「広報

問題１

ずみまで読みつくそう

問題２

必ず答えが見つかる

問題３

　平成 25 年度の学校基本

調査での中学校の生徒数の

合計は何人でしょうか？

　「水中運動無料体験教室」

の開催日は、6月 10 日（火）

と、いつでしょうか？

　子育て親子カフェ「花ど

けい」が開催される会場は

どこでしょうか？

　① 3,560 人

　② 2,249 人

　③ 1,311 人

　① 6月 6日（金）

　② 6月 17 日（火）

　③ 6月 27 日（金）

　①水原公民館「日本間」

　②安田公民館「憩い室」

　③ふれあい会館「集会室」

ル&&&ちょシールちょっちょ ール&&&っちょシール&
タオタオミニタミニタミニタ

ト★ト★のプレプ ゼントプレ ンンント★トトプレゼント★

広報あがの広報あがのをを
読み読みつくせ！つくせ！

広報あがの広報あがのをを
読み読みつくせ！つくせ！

紙面紙面

▼
4
月
に
市
長
政
策
課
か
ら
市
民
協
働
推
進

課
に
移
り
、　

さ
ん
を
迎
え
、
新
た
な
体
制

で
係
の
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

さ
ん
、

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
席
の

移
動
作
業
は
同
じ
階
で
距
離
も
短
く
、
簡
単

に
済
む
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ざ
移
動
を
始
め
る
と
、
整
理
を
怠
っ

て
い
た
資
料
な
ど
が
足
元
か
ら
山
の
よ
う

に
。
な
ぜ
か
元
ど
お
り
に
収
ま
ら
ず
、
席
の

周
り
に
は
書
類
の
山
が
…
。
結
局
、
新
年
度

は
資
料
の
整
理
か
ら
始
め
る　

で
し
た
。

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
4
月
か
ら
広
報
あ
が
の

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た　

で
す
。

右
も
左
も
分
か
ら
ず
、
気
が
つ
い
て
み
れ

ば
入
稿
日
。
最
初
に
書
い
た
原
稿
は
赤
ペ
ン

チ
ェ
ッ
ク
で
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。　

さ
ん

と　

さ
ん
に
助
け
ら
れ
何
と
か
校
了
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
で
、
私
が

担
当
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
点
を
生

か
し
た
作
り
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
生
ま
れ
た
日
か
ら
、
そ
の
日
の
色
と
人
格

を
説
く
キ
ー
ワ
ー
ド
や
特
徴
、
適
職
な
ど
が

分
か
る
と
い
う
「
誕
生
色
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
、
思
い
当
た

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
と
思
う
こ

と
も
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
の
新
た
な
一
面
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
調
べ
て
み
る
と
、

と
っ
て
も
面
白
い
♪ 

私
の
誕
生
色
は
「
若
草

色
」。
向
い
て
る
職
業
は
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
。

こ
の
言
葉
に
元
気
を
も
ら
い
、
1
年
間　

さ

ん
、　

さ
ん
と
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
〜
す
。
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作 . 渡辺 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　わたしの名前は“マロン”。

昨年の 6 月に今の飼い主さん

に栗ノ木バイパスの路上でけ

がをしていたところを拾われ

たんだ。

　先生に治療してもらって今

はすっかり元気になったよ。

　今は動物病院に勤務する飼

い主さんと毎朝一緒に出勤し

て病院の看板猫として働いて

います。ボール遊びも好きだけど、水遊びが一番好きなんだ。

病院のスタッフが水道の蛇口をひねるのがいつも楽しみ。つい

つい調子に乗ってずぶぬれになることも…。

　暖かくなるのが待ち遠しいマロンなのでした。

米山動物クリニック（緑岡）の「マロン」ちゃんでした

水遊びは楽しいな♪

　「のどか」のなまえは、おとうさんといっしょの なまえのよみ

かたができる かんじなんだって！ そのかんじをみて おかあさ

んが「のどか」ってきめてくれたんだ。かわいいなまえでしょ♪ 

さいきん、ねがえりができるように なったんだ！ もうすぐ モ

グモグもはじまるから おいしい おこめ まってまーす☆

青木 和
のどか

ちゃん（5か月）／藤屋（パパ等さん・ママ真生子さん）

【人の動き】 人口 45,043 人（－ 162） 男 21,768 人（－ 79） 女 23,275 人（－ 83） 世帯数 14,118（－ 4)

平成 26 年 4 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 20 人・死亡 51 人・転入 139 人・転出 270 人

　交通安全の「アン」と幸せの「ハッピー」か

ら命名された交通安全マスコット「アンピー

ちゃん」。市役所ロビーには、巨大なアンピー

ちゃんがごずっちょと一緒に皆さんを迎えてい

ます。市役所に来た際は、ぜひ、見てください。

　4月 16 日、「五頭山麓うららの森情報発信

館」がリニューアルオープンしました。今後

は、地元の団体の協力を得ながら、市の情報

発信はもとより、食事メニューや地場産野菜

などの充実も図っていくこととしています。


